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第１章　研究の概要
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１節　研究の目的と実施体制

東京大学大学院教育学研究科教授
秋田　喜代美

（１）本研究の目的

　第２期の本研究会発足当初に設定した目的は、以下のとおりである。

　本研究の目的は、保育・幼児教育の質を高めるために、日々の実践の中で創造性を
培う幼児教育・保育のプロセスや保育環境について、年齢や期における違いを意識し
て各園の実践事例をもとに検討をしていくことである。
　E2030プロジェクトにおいても、子どもたちが社会人になる2030年頃の不確実な時
代においても、子どもたちに必要な資質の一つに創造性が挙げられている。現在
OECDは、2021年実施に向けて創造性を測定するテスト等も考案検討している段階で
ある。乳幼児期においては、子どもはさまざまなものとふれあう中で、着想を得て、
遊びや暮らしを通して、その子なりの、あるいはその子たちなりの発想で新たなもの
やことを創りだしている。そして、そうした中に創造性が発揮されている。
　昨年度までの２年間の研究会においては、「挑戦的意欲を育む」ことを検討してきた。
そこで検討された事例群の中では、創意工夫の重要性が認められた。しかし、時間の
関係からも当該部分だけに焦点を当てた微視的な検討までは行うことはできなかった。
現在、幼児期の教育を始め、「アクティブ・ラーニング」に関するキーワードとして
「自立、協働、創造性」が挙げられてきている（初等中等教育における教育課程の基
準等の在り方について）諮問（平成26年11月20日）冒頭趣旨内の文言に記載）。そこで
今期においては、アートをはじめとする表現も含め、創りだす過程とそれを支える支
援のあり方、そして、それらの経験の積み重ねによって創造性が育つ過程について、
具体的な保育者のかかわりや素材、環境のあり方を通して検討をしていく。
　本研究会では、保育所や幼稚園、認定こども園という制度的な枠を超え、また、保
育者、幼児教育研究者だけではなく、アートを専門とする人にも加わっていただき、
日々の保育の中で創造性を高めていくための工夫や、保育者と子ども、子どもと子ど
も同士の関わりの過程や、個人だけではなく協働で主体的に創造していくための設定
条件などを、創造性をめぐる近年の学術的議論などもふまえて実践研究をして明らか
にする。またその成果は、他園や家庭にも活用可能な保育環境・保育材のブックレッ
トとして、研究の中でも創造的なアーテイファクトを協働して生み出すことに取り組
む。
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（２）研究体制　

　以下の11名（１年目と２年目でメンバーの交替有り）で研究会は実施され、財団関係者
の皆さんが研究会には毎回一緒に同席され議論にも参加してくださった。

平成29年度報告書作成時

注　福田奈美恵氏が本務勤務の関係で29年３月までで退会、29年１月より新たに、堀田
由加里（東京大学大学院教育学研究科修士課程院生）が参加し、４月より正式メンバーと
なるという構成員の変更があった。 

分　　　担所　　　属氏　名

研究代表者
（研究主題全体に係る総括・運営）

東京大学大学院教育学研究科
教授秋　田　喜代美

研究テーマに係る理論や先行研究等総括東京家政大学准教授野　口　隆　子

研究テーマに係る実践事例と実践研究
　実務補助白梅学園大学専任講師宮　田　まり子

アートの観点からの理論や事例に基づく
実践研究東京藝術大学美術学部非常勤講師伊　藤　史　子

研究テーマに係る実践事例と実践研究宮前幼稚園園長
（私幼）亀ヶ谷　忠　宏

研究テーマに係る実践事例と実践研究元東京都教職員研修センター大　竹　節　子

研究テーマに係る実践事例と実践研究品川区立大井保育園園長
（公保）石　井　　　雅

研究テーマに係る実践事例と実践研究あゆのこ保育園副園長
（私保）福　田　奈美恵

研究テーマに係る実践事例と実践研究文京区立本駒込幼稚園副園長
（公幼）和　島　千佳子

研究テーマに係る実践事例と実践研究武蔵野東第一・第二幼稚園園長
（私幼）加　藤　篤　彦

研究テーマに係る理論や研究実施および
運営の補助

東京大学大学院教育学研究科修士
課程在籍堀　田　由加里
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（３）本研究の問題意識：先行研究に見る動向

①　なぜ「創造性」を本研究会主題として取り上げるのか？
Ａ　創造性とこれからの社会
　ITの発展やグローバル化などの急激な社会変化とともに、将来の職業も大きく変化す
るという予測が指摘されてきている。そして、単純な職業は、AIロボットや、より人件
費の安い地域が請け負うようになるという指摘もなされている。しかしその中でも、図１
でOECDが示すように、創造性が要求される仕事は電子化されることは少ないとされ、新
たな価値を創造する資質・能力を培うことは、これからの社会においては、強く求められ
るとされてきている。

図１　仕事の重要性と電子化される可能性

図２　これからに求められる資質のカテゴリー例（OECD,2017）

　そして、これからもとめられるコンピテンシー（図２）を整理して示したEducation 2030
のLearning Frameworkの中においても太字で示したように、
創造性（creative/inventive 創造的／独創的）が新たな価値を生みだすための重要な要素
として挙げられている。OECDでは、2018年には新たにグローバルコンピテンスのアセス
メント、そして2021年には、以下のように創造力を評価する観点が検討されている。
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OECD CERIプロジェクトでは、図３のように想像的（実現性を楽しむ、つながりを創る、
直観を用いる）、探究的（不思議に思う、挑戦する、仮説を立てる）、根気強さ（不確かに
耐える、困難に対して諦めない、困難を恐れない）、協働的（プロダクトを共有する、与え
フィードバックを受ける、適切に協働する）、自律的（批判的に省察する、技能を向上させ
る、モノづくりを改良する）という５観点が指摘されている。

図３　創造力アセスの構成要因

Ｂ　創造性を培う幼児教育に関する研究の文脈
①　遊びとその後の創造性の発達
　就学前の時期のごっこ遊び（pretend play）が、小学校高学年から中学校時期の創造的
な思考に影響を与える等、創造性を育てる遊びの影響がさまざまな研究において言われて
きている。より手の込んだごっこ遊び（elaborated form）が、青年期の創造性を予測する
ことなどが、長期縦断研究から調べられるようにもなってきている。そして、
Playfulnessの重要性などが指摘され、仲間経験を持てない子どもたちへの介入研究の効
果なども示されてきている。（Whitehead & Basilo,2015）
　その中で、ごっこ遊びは、創造性と想像力を促すことに関する実証研究のレビュー
（Sansanwal,2015）も提示されてきており、男子より女子の方が現実的な役割遊び
（realistic role playing）を行う。そのことが、後に女子の方が男子よりも思春期の言語や
創造性課題での流暢性で優れていることと関連しているとする。
　Scolnick et als.（2015）は、子どもがよく遊んでいるほど、社会スキルや自己調整能力、
創造的な思考力を育てることを明らかにしている。その中で、遊びの種類を以下の表のよ
うに４つにわけ、自由遊びは子ども達にとって素晴らしいものだが、教育の成果としては
ベストとは言えないかもしれないとし、 Guided playの重要性を指摘している。遊びの環
境をどの程度まで構造化したり何を使っていいのかといった要素は大人が決めているが、
その環境の中で子ども自身が自分でコントロールできることが大事であり、自由か構造か
のバランスの議論が必要だとしている。



－ 15 －

表１　始発と方向づけによる遊びの分類

②　遊びの中の創造性
　海外のさまざまな文献では、幼児期の遊びがその後の創造性につながることは述べられ
ている。では、遊びの中の創造性をどのようにとらえることができるだろうか。
Galiboardi & Umane（2017）は、欧州において３－６歳の子ども達のための創造性研究プ
ロジェクトを行い、文献レビューと実際の保育者へのインタビュー、事例映像の収集から、
創造性のためには創造性を生み出す教育学（教育方法）、文脈、プロセスがあると創造性の
ための枠組みを提出している。 

図４　創造性を支える要因

図５　創造性を生む文脈

　実際に創造性を生み出すには文脈として上記のような条件が必要としている。
　そして、「遊びを促す物理的環境と探究の多様性と深まり、戸外空間の一貫した使用、

子ども始発大人始発initiated
Co-opted playInstruction大人が方向づけるdirected
Free playGuided Play子どもが方向づける
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時間の組織化として柔軟で、長期的で再帰的であること、開かれた問題解決によって子ど
も同士の協働を刺激すること、多様な言葉を繋いだり関係づけたりすることを促すこと、
あらゆる次元の表現を促す、創造性のための指導は教師の役割であること」が必要として
いる。その創造性のための指導のあり方として、「視点の違いを比較するのを促す、好奇
心を励ます、子どもの考えに関心を持つ、あらかじめ決められた結果で確定しようとしな
い、子どもの思考の形態を値踏みしない、開かれた質問をする、普通と違う見解を励ます、
つながりを示す、つながりを創ることを奨励する、経験を再認識することを励ます、生き
生きと経験したプロセスをふり返ることを促す、とりいれられた解決法を検証することを
促す」などが大事と保育者がしていることを示している。そして、その創造性の過程の中
には、以下のようなプロセスが含まれるとしている。　 

図６　創造性のプロセス

　そして、その過程としての「つながりを創る、関係性を創る（比喩や類推を創る、変形
する、関係やパタンを認識する、経験をかけあわせる（交配する），言葉の間の相乗作用）、
「開かれた問題解決（思索、違う視点から一つの問題を捉える、考えを生み出したり精緻
化する、プロセスを振り返り取り入れられた解決法を検証する）」「目的を持って想像的
であること（さまざまな言葉で感情と考えを示す、想像的なシナリオを考える、理論を立
てる、物語を創る）」を枠組みとして挙げる。
　同様に、幼児期の創造性を開発するためにMITメデイアラボにおいてプロジェクトを
行 っ たResnick,M（2017）は、「Lifelong Kindergarten：Cultivating creativity through 
projects, passion, peers, and play 生涯にわたる幼稚園：プロジェクト,情熱、仲間と遊び」
の本において、①創造性を芸術表現に特化して考えること、②一部の人だけが創造的と考
えること、③創造性はひらめきや洞察から生まれるということ、また、④創造性は指導で
きないという考え方を４つの誤概念として挙げ、どの子にも創造性を培う創造的な幼稚園
を社会に創りだすことの必要性、そのためにデジタルツールもまた大きな役割を果たしう
ることを指摘している。そして、幼児期の創造性を考えるにあたって、創造的な学びのプ
ロセスを以下のように螺旋的に発展するものとして描いている。



－ 17 －

 

       　　図７

　子ども達はまず想像することから始め、その考えを行動に移し実際に作ることを行う。
そしてその自分で創造した物を用いて遊ぶことを通して、仲間と協働してそこに新たな物
語が付け足されていく。そして、時に創った物が壊れる等することで、振り返る機会とな
り、さらに以前よりも別の新たな拡張を伴った物などを再構成することになる。そして、
この螺旋を経験することを通して、次々と遊びは広がっていくということを指摘している。
　そしてそのためには、プロジェクト的な活動が創造的な活動の中心であり、喜んで夢中
になって熱情を持って行うこと、協働して遊ぶという、４P：projects, passion, peers, and 
playの中で創造性は育まれると論じる。
　そして、創造的な学び手になるためには、「１　簡単なことから始める、２　好きなこ
とに関わる、３　どうしていいか手がかりがわからない時にはそのものをひねくり回して
いじってみる、４　実験を恐れない、５　一緒に取り組んだり考えを共有する友達をみつ
ける、６　コピーをしてもよい、７　スケッチブックに考えを書いておく（ことで自分の
変化が分かる）、８　一回作ってから離れてみてまた再度とりかかる、９　はまりこんで
うまくいかなくなってもよい（その時は小休止）、10　自分自身の学びの秘訣を創ろう」と
言う10の秘訣をプロジェクトから得たこととして述べている。そして、そのための保護者
や教師の関わりや環境のデザイン、そして、創造的社会の形成のためには、生涯にわたり
フレーベルが唱えたような幼稚園の発想が大事としている。そして、レッジョ・エミリア
の子どもたちの100の言葉を引用し、大人側が子どもたちの創造性を認めていくことの重
要性を指摘している。
　創造性を培う教育として引用されることの多いレッジョ・エミリアの保育において、ア
トリエリスタのVecchi（2010）は、「創造性の文法」としてジャンニ・ロダーリを引用し、
創造性は天から降ってくるのではなく、誰もが創造的であり創りだされるものであると述
べている。それは、創造性を刺激するための創造性の基本文法を生み出す点を分析するこ
とだとする。それは、子どもの視点から素材（マテリアル）の文法を記録すること、粘土
や紙、描画の文法、子どもが繰り返し用いるパタン、子どもの手と創造性が生み出す動き
や形態に着目し記録することだとする。それによって、教師やアトリエリスタは子どもを
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見ることができるとする、たとえば、粘土で子どもたちが手で生み出す物にはあるパタン
があり、それを「粘土のアルファベットとして子どもたちがそれを組み合わせながらさま
ざまな作品を生み出すことができる。」つまりファンタジーと合理性としての文法（その
ものの扱いに関する規則性）がどのように関わっているのかをとらえるということである。
創造性を素材と子どもの対話としてそこにある規則性をつぶさにみていくことによって、
その新たな組み合わせから子どもたちはさまざまな可能性を引き出すことができる。一方、
ペダゴジスタのRinaldi（2006）は“Creativity as a quality of thought 思考の質としての創
造性” と題した章の中で、子どもを創造的であるとみる大人の期待の水準が、その子ども
の創造性を決める点を述べている。それは、子どもの声を聴くことにより、子どもが探究
しようとしている理論を明らかにすることと関わるのであり、聴くことが前提となるとす
る。したがって、創造性は関係論的なものであり、相互の聴き合いによって引き出される
のだとする。創造性を個人のものとして捉える誤りを私たちは犯しがちであるが、他者に
よって認められ正当化されることによって、創造的な過程は生まれていく。したがって、
単なる個人の思考の質として創造性を捉えるのではなく、相互作用的で関係的、そして、
社会的プロジェクトとして創造性を捉えることの重要性を指摘している。子どもの創造性
は至る時に至るところで表れているので、それを捉えることが重要なのであり、アトリエ
や創造性の時間を準備することが、創造性を生むのではないとする。大人に創造性はない
ところでは、子どもも創造性はない。日々の生活の中でのアートも創造性も、すべての人
の権利として捉えられているのである。

③　「創造性」と日本のガイドライン
　では、日本の中では、創造性は保育の中でどのように論じられてきているだろうか、今
回の幼稚園教育要領、保育所保育指針等の改訂においても、以下のように、言及は領域表
現等で行われているが、必ずしも創造性が強調されているとまでは言えない。
「保育所保育指針　１章　基本原則　保育の目標
　（カ）　様々な体験を通して、豊かな感性や表現力を育み、創造性の芽生えを培うこと。」
とあり、オ　表現　　１－２歳の保育、３歳以上の保育でも同一文「感じたことや考えた
ことを自分なりに表現することを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造性を豊か
にする。」と述べられている。また、⑵　小学校との連携においても、「ア　保育所におい
ては、保育所保育が、小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼
児期にふさわしい生活を通じて、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うよう
にすること。」と、創造的な思考という言葉が挙げられているが、それが具体的にどのよ
うにして培われるのかについての詳細な言及はない。

（４）プロジェクトでの研究方法の特徴

　上記の問題意識をふまえ、子どもが創造性を発揮している、創造的であると記録をとる
保育者が判断した事例を、各園から、その時期その時期に持参いただき検討を行う事例研
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究の方法で行うこととした。担任、主任や副園長、園長、指導アドバイザー等、さまざま
な立場から事例をお持ちいただくことができたのも、この研究会の特徴である。収集する
事例の年齢などは、それぞれの参加メンバーに任せたために、必ずしも３－５歳の各年齢
が均等に取り上げられたわけではない。また、園によって、その時期にも偏りがあるが、
子どもが創造的であるためには、保育者や園もまた創造的であるという仮説のもとで、創
造性を生み出す環境や保育者の援助、創造性を生み出す園の研修や組織、理念のあり方も
含め考えることとした。
　今期プロジェクトにおいてもまた、研究途上では写真や動画が多用されたことから、そ
れらを生かした形で事例集として報告をするという方向が固まった。事例を出来るだけ具
体的に写真入りで報告することで、実践のイメージを共有することで、子どもたちの創造
のプロセスがわかりやすくなり、それと理論的な枠組みを比べたりすることで、研究会以
外の人に対しても、具体的な実戦感覚をもって読んでいただけることで、私どもが伝えた
い論点が伝えやすくなると判断されたからである。このため本報告書は、事例を中核とす
る構成とし、２章にはそれらの事例を、１章ならびに３章は園からいただいた報告を研究
者がさらに一般化して考えるというかたちをとることとした。
　また具体的に事例から一歩抽象化して、各園での振り返りに使えるようにということか
ら、それぞれの立場で、どの園でもつかっていただける創造性を考えるための研修や手だ
てをまとめてリスト化したワークシートを資料として、報告書最後に添付している。 
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４節　子どもの描画活動における創造性の検討

東京大学大学院教育学研究科学校教育高度化専攻院生
堀田　由加里

１．子どもの表現行為と「創造性」
　秋の高く澄み渡った空のもと、５歳児クラスのエイトが、砂場の柱に、筆を使って水を
塗っている。「水でね、木の色を進化させてるんだ。色が変わって何回でも進化できるん
だ」と大きく腕を振り塗っていく。エイトの真剣な取り組みを見つめていたマリも、隣の
柱に筆で水を塗りはじめる。「透明ペンキ、塗るとすぐに消えちゃう。でもね、本当は大
丈夫なんだよ。ここに願いをかけたら、ちゃ〜んと、願いが移ってるから。ずっと願いが
叶うんだよ」と言い、「忘れないでね、お願いごと」と柱につぶやきながら、ゆっくりと何
かの印を描いている。しばらくすると、柱の前には数人の子どもたちが筆を持ち、それぞ
れの思いを込めて、透明ペンキを黙々と重ねていた。
　材料の使い方もそれぞれ異なる。ケイタは、黄色のバケツの水をグルグルかき混ぜ、
「（この水は）ちょっとふわっとした感じ、こっちの小さい容器のは、ちょっと固まって
るんだよ」と異なる透明ペンキを工夫して組み合わせていく。ユウタは砂場で使う電車の
型抜きに水を入れ柱に押しあて、そうっと離す。「ジャ〜ッツ」と、水が音を立て勢い良
く木の柱を流れる。リンは、葉っぱを水に浸し、それで柱を丁寧にこする。時間の経過に
伴い、塗り方・描き方にも多様性が生まれていく。
　「よし、今日はこれで休み時間だ。ここで休もう」とマリが言い、皆で休憩に入る。互
いに笑顔を見合わせ、少し休んだ後、「じゃあ、またやろー！」と活動を再開した。

　この事例では、一人の男児をきっかけに、柱に水を「塗る」・「描く」という行為が仲
間の中で伝播され、それぞれの子どもなかで次々と新たなアイデアがうまれていく過程が
わかる。木の柱に向き合い、筆を使って、水で「塗る」・「描く」という同一の行為であ
るにも関わらず、それぞれの子どもにとって、その目的や方法、内容に多様なあり方が見
られる。彼らは、仲間の姿を感じ、木に映る水の軌跡を捉え、仲間のつぶやきを聴き、水
の心地よい手触りを感じ、その場に生まれる緩やかな繋がりのなかで、自身の行為に没入
していく。そして、その繋がりのなから、新しいアイデアが次々にうまれていく。創造性
を「新しく、質が高く、さらに文脈に適合したアイデアを生みだすこと」（Sternberg& 
Kaufman, 2010）１）として捉えるのであれば、この事例で見られる子どもたちは、まさに
創造性を探求し、創出する姿であったといえよう。

fig.1「進化させるんだ」 fig.3透明ペンキの種類fig.2 「お願いごと」 fig.4型抜きで流す
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　本節では、創造性とは、日常の保育の中で、どこで、どのようにうまれるのかという問
題意識のもと、特に描画活動２）における創造性に関して先行研究を参考にしながら検討し、
創造性の可能性を開く保育者の見とりと援助のあり方について考えたい。

２．保育における「創造性」と「協同性」
　平成29年３月告示の『幼稚園教育要領』、『保育所保育指針』、『幼保連携型認定こども園
教育・保育要領』において、「幼児期の終わりまでに育ってほしい10の姿」が明示された。
その一つに、「豊かな感性と表現」が掲げられ、「心を動かす出来事などに触れ感性を働か
せる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感じたことや考えたことを自分
で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲を
持つようになる」と述べられている３）。このように、子どもの主体的で豊かな自己表現を
育むため、その過程における、素材との出会いや子ども同士の関わりが重要視されている
ことがわかる。
　そもそも、子どもは、表現する主体であり、自らの思い、考え、願いを様々な手段をも
ちい表現しようとする。特に他者と一緒に表現する中で、子どもは、助け合うことの喜び
や満足感を得て仲間意識を育んだり、また、イメージのぶつかり合いの経験を通して行動
を調整制御することを学んでいく４）。さらに、他者と一つの目的に向かって協働５）するこ
とで、分散化された知識から色々なアイデアが生まれ、創造性が高められていく６）。この
ように、日常の保育において、子どもが協働的に他者と関わりながら行う表現活動は、仲
間関係の形成のみならず創造性の育成においても重要であるといえる。　
　「子どもが育つ最高の環境」として世界中の幼児教育から注目を集めるレッジョ・エミ
リアでは、子どもたちの創造性豊かなアート表現が高く評価されてきた７）。しかし、注目
すべき点は、そうした作品群を生みだすプロセスであり、それらを支える保育環境、さら
にその根底にある子ども観や保育の哲学である。レッジョ・エミリアの教育は、子どもの
さまざまな姿や声に、大人が観る目と聴く耳を持ち、対話を丁寧に重ねることにより、子
どもたちの創造性のエネルギーを開花させている。そこでの教師は、一人ひとりの子ども
の小さなつぶやきや行為を細やかに観察し、子どもの心の中の動きを捉えようとしている。
そして、子どもの見る世界から保育の環境を構成することで、子どもの創造的経験を保障
しようとしている。さらに、活動のテーマは、木、水、光と影、身体、命、街、群衆など、
子どもの日常生活の埋め込まれたモノに着目している８）。そうした日常的に馴染みのある
モノと、子どもたちが改めて出会い、豊かに対話をすることで、新たな気付きや探求心を
生み出し、子どもたちの創造の可能性を引き出している。
　保育における子どもの創造性を考える場合、子ども同士の関わり、大人と子どもとのつ
ながり、そして、モノと子どもとの豊かな出会いが大切である。日常の生活や遊びのなか
で、子ども同士が「おもしろいね」「楽しいね」「悲しいね」と気持ちを共有する時、保
育者が「すごいね」「がんばったね」と子どもの姿を認め感動を分かち合う時、さらに、
モノに対して「素敵だなあ」「可愛いなあ」「かっこいいぞ」と想いを寄せる時、そこに
協同性は作られ、その文脈のなかで新しいアイデア、つまり創造性が生まれるのであろう。
このように考えると、子どもの創造的経験においては、それぞれ子どもの「個性」と「協
同性」は対立するものではなく、相互に補完しあう関係にあるといえる。子どもが他者や
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環境に支えられながら自分の思いを発揮する活動それ自体に、創造性は潜んでおり、子ど
もたちの思いの数だけ創造性は存在すると考えられる。次の節では、こうした創造性がど
こで、どのようなプロセスから生まれるのか、大きなシステムの観点と細かな個々の相互
行為の観点から見ていきたい。

３．「創造性」の捉え
①システムから捉える「創造性」
　人の没頭状態を「フロー概念」で説明したことで著名なチクセントミハイは、「創造性は
どこで、どのようにうまれるのか？」という問いに焦点をあて、「創造性のシステムモデル」
を提唱した９）。それを示したのが図１である。

図１　創造性のシステムモデル（Csikszentmihalyi, 1999,p.315）
　
　ここでは、創造性を、「個人」「ドメイン」「フィールド」が関わり合い交差するところ
において生まれるものとして表している。「ドメイン」とは、人々や社会に共有される知
識や規則の集合体のことであり、保育における園文化や、家庭や地域社会でのルールや知
識などにあたる。「創造」が起こるためには、「個人」は、この「ドメイン」にアクセスし、
そこから新たなバリエーションを創り出す。そして、「個人」が属す集団としての「フィー
ルド」で、「個人」の創り出したバリエーションを「ドメイン」に取り込むかどうかを選択
する。
　この「システムモデル」を保育にあてはめ、創造性の形成プロセスを考えると、まず、
子どもは、園や家庭、地域の価値観やルール、知識を参照しながら、新しい考えやルール、
モノをうみだす。例えば、筆者が園で子どもたちの描画活動を観察していると、細かな機
能までついたiPadやスマートフォンを紙とペンでさっとつくり、ごっこ遊びに持ち込む事
例を多く見る。生まれた時からこうしたデジタルツールが身の周りにあり、自然とそれら
に触れる環境にあるデジタルネイティブ世代にとって特徴的な活動であるといえる。この
ように、周囲の社会や文化にアクセスしうみだされる新しいモノは、日常の園生活のなか
に運び込まれ、そこで子どもたちや保育者へ取り込まれることになるが、一方で、取り込
まれずにその場限りで消失してしまうモノもある。取り込むかどうかを選択するのが、日
常の保育の場（フィールド）である。保育者や子ども達が、新しいモノに高い応答性を示
すほど、園の新しい文化として定着していくことが考えられる。一人の子どもが始めた活
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動であっても、園長を含む保育者や他の子どもがその活動を認め主体的に参加することで、
その活動は繰り返し挑戦したい対象となる。そして、その繰り返しのなかで、活動に複雑
性が出て、規模が拡張してくると、その園固有の「お家芸」として、新しい創造的文化が
うみだされることになるのだろう。

②相互行為から捉える「創造性」　
　こうしたチクセントミハイのモデルは、システムに焦点を当てているため、日常の生活
で子どもがどのように仲間との相互行為を展開し、創造性をうみ出しているのかという側
面は読み取れない。先述した通り、協働性が創造性を生みだす要因であるとすれば、その
協働性とは子ども同士のどのような関わりを指すのか、検討する必要があるだろう。
　この点に関して、創造性研究で知られる心理学者ソーヤーは、ごっこ遊びで子どもが、
なぜ決められた台本などなくとも、即興的に思いもよらない創造的なひらめきを生みだす
のか、その子ども同士の相互行為の仕組みを分析している10）。ソーヤーは、子ども同士の
相互行為を、その瞬間瞬間において起きている「創発」の連鎖として捉え、そのプロセス
を図２のように示している。ここでは、今、まさに起きていること（E）の中に人（P）が
加わり、そこで新しいモノをうみ出し、それを他者が応答しながら次の新しいモノの生成
へと繋げていく。ソーヤーは、人と人との「即興的な対話」によりうみ出される新しいア
イデアを「協働的創発性」とよび、微視的な相互行為の過程にこそ、創造性が生みだされ
る鍵があると主張する。
　このように、ソーヤーは、即興的なコラボレーションこそが創造性の源泉と捉える。そ
の背景に、即興的だからこそ作られる、互いに聴きあう関係性がある。ソーヤー「即興に
参加する人びとはそれぞれの人が次に何をするか予測できないので、互いによく聴き合い、
そしてその表現に応える必要があり、結果として協働的なパフォーマンスを生み出してい
る」11）と述べている。こうした、即興活動の聴きあう関係性のなか、予測不可能な個々人
のアイデアが、時には衝突したり、時には新しい展開へ拡張されたり、様々な応答の連鎖
を経てグループ内での協働的創発性が高められていく。

図２　即興的創発モデル　（Sawyer, 1997,p.47）
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③即興的な対話がつくる「創造性」
　子どもの日常生活は、即興的なひらめきや表現、偶発的な人やモノとの出会い、瞬発的
な興味関心で満ち溢れている。このように考えると、子ども同士の相互行為の積み重ねは、
即興的アイデアの連鎖であり、そこに創造性が生まれる瞬間があるといえる。次の事例は、
筆者が観察する園で見られた、即興的な対話から一枚の絵が作られていく過程である。
（初めから絵を描いていた男児の声に波線、途中から参加した他児の声に下線）

識 竺鴫鴫鴫

　
　５歳児クラスのトウマが、一人で怖い地図（fig.1）を描いている。「こっちにいくと、ギ

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

ザギザの針に刺さる…。ここにいくと、毒があって、海だし強い力があるから…」と呟き
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

ながら描きすすめる。そこに、コウスケが「おい、アンモナイトの形を発見したぞ」と冒
険家のような口ぶりで入ってくる。すると、トウマが「僕、10年前に見つけたのね」と応答

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

し、二人でアンモナイトの形を描いていく。そこから、『冒険家の宝探しの地図』がテーマ
になって描き進められることになる。コウスケが「ここにマンモスの顔があったのね」と
言うと、トウマが「これは、『サプライズ6534』っていうダイヤの宝だ」と互いに冒険家と

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

してのセリフを重ね合い、発見したものを紙に描いていく（fig.2）。途中、コウスケが『き
ょうりゅう』の『ゆ』の書き方をトウマに尋ねる。トウマは自分の紙に『ゆ』と書いて教
えると、そこで少し考えて、『ゆ』の続きに『うれいやしき』と文字を書き加え、幽霊屋敷
の絵を描く。さらに、コウスケが「保育園の砂場のなかに埋まっていたのは、ティラノサウ
ルスの骨だった。ぶどう畑で、まだ何か分かっていないものが発見された」と言い『？』
を描くと、今度はトウマが「ここには、スーパーサウルスがいたのね」と言い『！』を描

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

く。二人でセリフを掛け合いながら冒険地図を完成させる（fig.3）。トウマが「よし、出動
識 竺鴫

だ」と言い、二人で地図を持って、冒険の旅へと繰り出しにいく（fig.4）。

　この事例では、トウマは、最初「針」「毒」「海に落ちる」など怖いイメージを膨らま
せながら、一人で地図を黙々と描いていた。しかし、コウスケが突然、冒険家として加わ
ったことによって、二人で宝探しの冒険ごっこのストーリーが展開されることになった。
二人がお互いの声を聴き合い、即興的に思いつくアイデアと絵、文字を交換し合いながら、
紙の上に豊かな世界を表していった。このように、子ども間での即興的な応答の連鎖が、
一人で取り組んでいた時の表現に想定外の広がりと深まりをもたらすことがわかる。

fig.1
トウマが、最初に
描いた『怖い地図』

fig.3 
コウスケの冒険地
図。
発見したモノと場
所が描き込まれて
いる。

fig.2 
二人で呟きながら、
冒険地図を描いて
いく。

fig.4 
地図を確認しなが
ら、冒険に繰り出
すトウマとコウス
ケ。
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　Tegano（1991）は、子どもの創造性を促すためには、子どもが作品としてのモノをつく
る過程を評価することが大切であると述べている12）。そして、子どもが、最初に決めたテ
ーマに縛られず、さまざまな可能性を探求していく「創造的プロセス（creative process）」
の重要性を指摘する。保育においては、一人ひとりの子どもによって、そして子ども同士
の関係性によって、さらに活動が起きる状況によって、「創造的プロセス」にはそれぞれ違
いがあると考えられる。それぞれの「創造的プロセス」が深まり、一人ひとりの子どもが
充足感を得られるために、保育者が、子どもの即興的な対話を聴き、子ども本人が求める
十分な時間と空間を保障していくことが大切であろう。

４．描画活動における「創造性」
①子ども同士の関わりから生まれる描画表現
　子どもは、表現する主体である。描画は、その表現する一つのツールとして、つねに子
どもの日常生活に埋め込まれている。描画を通した表現行為には、一人で絵を描いたり、
見たりするだけでなく、一人の子どもの描画行為が、友だちの間に広がり、それがそれぞ
れの子どもらしさとなって多様性が生まれるというような協働的な描画活動も含まれる。
子どもは、仲間の描画活動に応答したり、絵を媒介にコミュニケーションを取り合ったり
する。そして、このような描画活動における応答的な関係が子どもの創造性の伸長にも大
きく関わっていると考えられる。
　子どもの描画活動を仲間との遊びや関わりあい、物語の共有の行為として捉えるSue 
Cox（2005）は、子どもが仲間と描画を行う際、常に即興的かつ偶発的に描画の内容やそ
の意味を変容し続けていることを以下の事例で示している13）。 
　
　子どもたちが、テーブルを囲んで、それぞれの紙にランダムな形を描いていた。一人の
子どもが閉じた丸い形を描き、「これ、ロック（岩）だよ」とつぶやく。それを聞いた子ど
もは、自分が描いた長四角の絵を見て、「ロケットだ」と言う。さらに、バナナのような水
平な形を描いた子どもは自分の絵を見つめ「ロッカーだ」と名付ける。
　
　この事例での子どもたちは、最初の子どもの「ロック」という発話と類似した音を、自
身の描いた形を参照しながら思い浮かべ、描いた記号に新たな意味を与えていく。ここで
は、周囲の他の子どもたちの絵、つぶやきが、それを引き取った子どもの解釈で、別の意
味を与えたり、また代替的な読み替えを促すというプロセスがわかる。このように他者と
の相互行為の文脈の中で、自身の表現した記号や絵に、意味が与えられていく。
　こうした、子ども同士の描画活動の相互関係について、Dyson（1993）は、図３のよう
に示し説明している14）。ここでは、子どもの描画活動は、２つの軸の交差で構成される。
つまり、子ども間の関係性の広がりを示す、「わたし」と「あなた」との横軸と、子どもの
中の描画の深まりを示す、「内的意味（理解・解釈）」と「外的記号（描画・しるし）」と
の縦軸との関係である。子どもは、特定の他者と向き合う中で、他者の応答に影響を受け
て自身の活動に変化を与えたり、一方で他者の次の応答を考えて自身の活動を展開したり
する。そして、表現した絵や記号が、他者との関係の広がりの中に取り込まれ、そこで自
分とは異なる多様な声を聴くことによって、描画の意味をより深めていく。
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図３　社会文化的プロセスの構成：広がりと深さの領域　（Dyson, 1993,p.110）

②「模倣」と「創造性」
　それでは、こうした他者との相互作用による描画表現の深まりは、どのように創造的活
動へとつながっていくのだろうか。Okada（2017）は、他者の作品との関わりが創造的イ
ンスピレーションに及ぼす影響を検証し、馴染みのない作品を模写することが、既存のも
のの見方への制約を外し（制約の緩和）、新しい物の見方への方向付けが起こる（着眼点の
影響）という認知プロセスを明らかにしている15）。ここでは、異質な作品を模写したり、
長時間鑑賞したりというような深い遭遇（deep encounters）が、描画行為の認知的表象を
変容させ描画における創造性を促進することが示されている。この研究は、学部生を対象
としたものであるが、奥（2004）は、４・５歳児の描画行為における「模倣」は、新たな
表現ツールやスキルを習得し、創造の契機となるものであることを明らかにしている16）。
　以上のことを踏まえると、「模倣」は「創造」と対立するものではなく、「模倣」という
行為の中に「創造」の芽生えが内包されているといえる。子どもは、自分とは異なる他者
のアイデアと出会い、それを自分のなかに取り込む事によって、それまでの固定的な見方
や表現方法に揺さぶりをかけ、新たなアイデアを探求する創造的経験へとつなげていくと
考えることができる。

③子どもと大人との関わりからうまれる「創造性」
　子どもと大人との関わりは、子ども同士の関わりとは異なる相互行為のプロセスが見ら
れるという。Kouvou（2016）によると17）、子どもが大人と協働的に描画活動を行う場合、
最初は話し言葉により、どのように何を描くのかルールを決め、そこでは主に大人が絵の
展開に関してアイデアを与える。そして、徐々に、話し言葉のやりとりから、絵を通した
やり取りへと移行していき、最終的には、紙の上で生まれる絵の交換のみでコミュニケー
ションをおこなうようになる。このように相互行為の質が変化することにより、それまで
の固定化され、静的なイメージの絵に、豊かなストーリー展開が生まれ、創造的で、躍動
感のある絵へと変化するという。ここでは、大人との「意味のある」対話により、子ども
の既存の描き方が緩和され、ステレオタイプ的な絵の内容を新しいモノへと作り変えてい
くことが示されている。このように、子どもの創造性を喚起する上で、大人による適切な
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援助は極めて重要な役割りを担う。
　チクセントミハイによれば、人は、自分の能力でちょうど処理できる程度の課題に挑戦
する時に、没頭する状態「フロー」になるという１８）。「フロー」はどのような時にでも生
じるのではなく、例えば、課題のレベルが高すぎると、徐々に不安へと移行するし、一方
で課題のレベルが低すぎると、退屈してしまう。すなわち、課題と能力が高いところで一
致することで、はじめてフロー体験が起こるのである。大人が、子どもと共に描画活動を
行う際には、子どもが「ちょっと頑張れば自分にもできそう」と思えるようなチャレンジ
を、絵のアイデアやテーマ、描き方として、相互行為のなかで示し、支えることにより、
子どもはその活動に深い没頭経験を得る事ができると考えられる。

５．子どもの描画活動の見とりと援助
　これまで子どもの年齢による描画発達は、多く研究者により検証されてきた。なかでも
著名なLowenfeld（1947）による描画の発達段階では、次のように示されている19）。
　①「擦画期」（１〜２歳）では、手を動かすことで痕跡が現れることに興味を持ち、②
「錯画期」（１歳６ヶ月〜３歳）では、点々や往復線を描き、２歳半頃から丸や渦巻きを
なぐり描きし、何かに見立てて「名前」をつけようとする。③「象徴期」（３〜４歳）で
は、丸から足の生えた「頭足人」を描き、④「カタログ期」（３〜５歳）では、関係のな
いものでも、脈絡なくカタログのように並べて描く。⑤「図式期」（５〜６歳）では、地
面を現す「基底線」に拠って一つの画面にまとめて描くようになる。
　こうした発達段階を示すモデルは、子どもの絵からその子の発達の目安が捉えられ、子
どもを理解する際に大きなヒントになる。しかし、先述したように創造性をうみだす源泉
を相互行為として捉える上では、こうした発達段階から「描画を見る」ことに加え、子ど
もの「描画行為のプロセスを聴く」ことが大切になるだろう。つまり、創造性を育むため
には、何を描いているのかといった絵を中心に見たり、大人の観点から評価するのではな
く、子ども一人ひとりの「描画行為そのもの」20）を見て評価する必要がある。
　Matthews（1999）は、乳児期の「なぐりがき」においても、単なる認知発達的な現象と
してではなく、乳児を取り囲む環境への興味関心の現れとして捉えることの重要性を主張
している。絵を描く過程において、子どもたちが何をどのように体験しているのか、そこ
でどのような世界とめぐりあっているのか、保育者が丁寧に見とることが、子どもの豊か
な創造性を生みだすことにつながるのであろう。
 　５〜６歳になると、描画表現に対する姿勢に個人差があらわれ、ある子は自己の表現
手段として描画を積極的に楽しむ一方で、ある子は描くことに消極的になるという21）。こ
の時期の子どもは、自分が描きたいと思うイメージや大人から「期待」されていると思う
テーマを思い通りに表現できないと、悲しみや憤りとなり、描画表現に対して消極的にな
ってしまうという。園での日常生活において、子どもの「小さな」表現活動を大人や仲間
に聴いてもらい認められることは、その子ども自身が認めてもらうことにつながる。そう
した他者から受け入れられる経験を積み重ねることにより、自己肯定感が育まれ、心豊か
な表現行為が継続されることにもなるだろう。
　このように表現するプロセスを大切にする上で、子どもが「描きたい」「作りたい」と
感じるその瞬間に、目の届く範囲に材料が整えられている保育環境や子ども同士の対話が
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十分に行える時間や空間は欠かせないだろう。さらに、描画を媒介に、子ども同士がつな
がることが、創造性を生み出す重要な契機となることからも、子どもの描画に向けた言葉
を他児へとつなぐ保育者の援助が重要であると考える。

６．まとめ
　以上、創造性がどこで、どのようにうまれるのか、これまでの研究を参考にしながら検
討したことで、子どもの創造性の可能性を開く三つの要点が浮かび上がってきた。
　第一に、子どもの協働性である。園が集団生活であることの最大の利点は、子どもの相
互関係が多様にそして複雑に展開することであろう。子どもは日々予期せぬモノや人と出
会い、そのなかで、自身の考えを捉え直し、新しいチャレンジに挑戦していく。描画活動
においては、偶発的で即興的な他者による応答や、自分とは異なる他者の表現の取り込み、
モノとの豊かな関わりにより、新たなアイデアが創出されることが示されている。つまり、
子どもが自分とは異なる他者の表現を受けとめ、共感し合う、「子ども同士が響き合う関
係」を築いていくことこそが、創造性を育む土台となるといえるだろう。
　第二に、子どもを支える保育者のまなざしの方向性である。表現活動を行う子どもは、
作品そのものを生み出すことだけでなく、表現過程における「歓び」「楽しみ」「悲しみ」
といった心の動きに支えられ活動を展開している。創造性を育む幼児教育を考える際、こ
うした子どもの心の充実感を保障していくことが求められる。保育者は、結果としての子
どもの作品や予め設定したねらいが実践できたかどうかではなく、その活動のプロセスで
一人ひとりの子どもが何を体験しているのか、何を感じているのか、どのような意味を作
っているのかという方向にまなざしを向けることが大切であろう。
　第三に、「その人らしさ」の尊重である。一人ひとりの子どもにとって、その個性や趣向、
モノとの出会い、誰とどのように関係を築いていくのか千差万別である。それぞれの子ど
もが、周囲から大切に思われていると本人が感じ取れるような環境を、保育にかかわる全
ての人が手を携えて作っていくことが、その子らしさを育むことに繋がると考えられる。
また、その子らしさを生かすためには、一人ひとりの保育者らしさも同時に大切にしなけ
ればならない。保育者と子どもとの信頼関係は保育の基礎であるが、保育者が自分らしく
自己表現している姿を子どもは見て聴いて感じることにより、より一層自分らしさを発揮
していくのだろう。子どもと保育者が共に自分らしさを大切にし合いながら、協働で支え
合っていく活動のプロセスそのものに、創造性の萌芽があるのではないだろうか。
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第２章　創造性を育む活動事例
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 安心・安定を基盤として　園文化・園風土を育む
～創造性を育む実践事例～

これからの時代に求められる資質・能力を育成するための幼児教育指導

元 東京都教職員研修センター研修研究支援専門員　大竹　節子

実践事例：品川区立御殿山すこやか園　園長　大澤　洋美
鈴木　真衣子
横島　悦枝
山田　郁子
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Ⅰ　はじめに

　１年半前、開園から半年の幼保一体施設の第２代目の施設長として就任しした私は、空
にそびえ立つ40階建てのタワーマンションを見上げながら、玄関に入った。今まで出会っ
たことのない環境。そして「どのような園を創り出そうか」と、歩みながら考えはじめた。
　御殿山すこやか園は、開年から３年目を迎える品川区立の幼保一体施設である。０歳児
～３歳児50名は五反田第二保育園に在籍、４歳児～５歳児70名は御殿山幼稚園に在籍し、
同じ園舎の中で生活を共にしている。園の立地はJR線大崎駅から徒歩５分、40階建ての
高層マンションの２階部分の３分の２ほどを占有した、1478.14㎡の園舎である。
　開園時間は７時30分～19時30分であり、就労世帯であるため長時間の保育を受ける子ど
もが多く、８時間以上園にいる子どもの割合が70パーセントに及んでいる。また、保護者
の多くは、教育への関心が高く、幼児期の質の高い教育を求めている。特に４歳児～５歳
児は、複数の習い事をしており、園生活の後や休日に習い事に通う実態がある。
園長として思うこと
　大人の労働時間は８時間と規定され、かつ「働き方改革」が問われている今日である。
しかし、“子どもは８時間以上、家族と離れている生活が当然になっている現状がある”と
考えさせられる日々。『すこやかな成長を』との願いと、安心と安定が基盤の上にこそ、
資質・能力は高められていくことを感じながら過ごす、保育者たちの心もちが伝わる。
　「子どもにとってという視点で保育を考える園でありたい」と願う園長の方針に保育者
の気持ちが集まってきた。そして、『この園に居る子ども、親、保護者、職員が、ここに
居たいと思うことができる「安心感」と「子どもが大切」と思う心が重なり合う地域の園
になりたい』との思いが一つになった。さらに、豊かな心を育む園生活が、小学校以降の
学びに向かう力の基盤になってほしいと願いながら、『保育を創り出し、新しい園の文化
と風土を育んでいきたい』と歩みを重ねているところである。
保育・教育の方向
○わくわくする生活づくり
　…保育内容　教育内容やプロセスを重視　
○幼保連携保育
　…発達の連続性を重視した一貫カリキュラム・一人一人の良さと可能性、専門性の発揮
○高層住宅の中に求められる環境の工夫
　…様々な直接的体験
○長時間保育における安心・安定
　…受け止める　つなぐ　支えることを大切に
幼児期の育ちを小学校に伝え、つないでいくために
　目標をもち、エネルギーを膨らませる　　やってみたい気持ちを実現する
　　（p.56～57）参照・・・➡幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の具体的な姿

　安心と安定を基盤にした園生活の中で、子ども達に必要とされる資質・能力を育むため
に目指したい保育・教育の方向を56～57ページに表した。 
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Ⅱ　「幼児期に育てたい資質・能力」
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Ⅲ　創造性を育む実践事例

実践事例１　身のまわりの自然・事象に触れる　（４歳児１学期）

小学校の池で「オタマジャクシすくい」
（１）自然に触れる直接体験の大切さ
　４歳児、４月末。幼稚園に入園して１か月が経とうとしている頃、学級のみんなで初め
て園の外へ行ってみることにした。園の外と言っても目的地は、隣接する小学校の敷地に
ある池である。しかし、決して広くない園庭や園舎内で、約１か月間過ごしてきた子ども
たちにとっては、“担任と一緒に園の外へ行く”と伝えるだけで心を躍らせていた。
　池に行くとまずは、恐々と中をのぞき込む子どもたち。すぐに、池の中に大量にいるオ
タマジャクシを発見した。「わっ！何かいるよ」「オタマジャクシだー」すぐに、あちら
こちらから大きな声が聞こえてきた。担任の「すくってみよっか」というつぶやきととも
に、透明な容器を出してみると、我先にと駆け寄り、容器を手に取り、再び池の周りに戻
っていく子どもたちの姿が。そこからは『池を覗く』のではなく、『獲物を狙う目つき（生
き物に興味津々な目つき）』へと、変わっていく様子がはっきりと伺えた。
（２）自然に触れて遊ぶ中で、心を開放すること
　手を一生懸命伸ばして、すくおうとするがなかなかすくえない。すると子どもたちは、
態勢を変えていった。始めはしゃがんでいたのが、地面にうつ伏せに寝そべり、足を広げ
てバランスをとり、池の水面近くを這うように、上体を反らしながらオタマジャクシを追
っている。
　ここまで時間の経過はおよそ３分。そしてそこからは、「捕まえた！！」「くやしいー逃
げられた」と、あちこちから大きな声がする。「先生、見て！２匹も捕まえた！」と満面
の笑みで駆け寄る女児もいる。入園から１か月。保育者に、もじもじと照れながら甘えて
くる子ども、遠慮がちに様子を見ている子ども、とまだ自分を出せていない子どももたく
さんいる中で、自然に触れた瞬間に心が開放され、子どもたちの解き放たれた姿が垣間見
られたひと時となった。都会のビル群の中で、探さなければ見つからない自然を探し求め
て遊ぶという環境の子どもたちの姿である。しかし、自然は偉大である。小さな池に生き
物がいて、それに触れるだけで心が開放され、自分を表出し、心を躍らせ、目は輝き・・・。
自然の偉大さを感じる一場面となった。

４歳児（１学期）小学校の池で、寝そべってオタマジャクシを追っている
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【考察】
自然に触れる、直接体験の大切さ
　自然に触れ、自然を取り入れて遊ぶことが当たり前ではなくなってきている本園の環境
の中で、“折に触れて自然を体感する”ことは大切だと感じている。自分の目で見て、触れ
て、感じて、という体験が学びとなり、次の体験に結びつくのではないかと考える。
自然に触れて、遊ぶ中で心を開放すること
　長時間保育を受ける子どもが多く在園する本園で、自分の心を開放させる時間があるこ
とは、心の安定に大きく関係していると感じた。思いのままに動くこと、声を出すこと、
夢中になることができる時間を保障していきたいと、担任として考えている。

実践事例２　身のまわりの自然・事象に触れる　（４歳児２学期）

考えて、試して、「マツボックリコースター」
（１）繰り返し楽しむこと、試すことを楽しむ
　４歳児の11月。室内遊びの中で、積み木と板積み木を構成して、ペットボトルの蓋を転
がす“コースター遊び”に夢中になっている男児たちがいた。積み木で作った坂道に色々
な物を転がし、その転がり方を楽しんでみたり、遠くまでよく転がるものはどれかを探り
当てたりすることを楽しんでいた。ペットボトルの蓋やドングリと色々な物を転がし、こ
のコースター遊びは数週間続いていた。　　

（２）遊びの経験が次の遊びにつながる瞬間
　11月初旬、秋晴れの気持ちのよい日に、砂場で山作りを
始めた子どもがいた。山を作り、トンネルを掘り、「ここ
に水を流したい」と担任に言いに来た。水遊びをするには、
秋の風は冷たすぎる。「水以外には、何か通らないかな」
とつぶやいて、保育者は場を離れた。すると、保育室にあ
るペットボトルの蓋やマツボックリを持ってきて、トンネ
ルの中を転がし、向こう側の友達がキャッチする、という
遊びが始まった。そこから、ある子どもが「マツボックリ
のコースを作ろう」と言い始め、戸外で使用しているベン
チを運んできた。子どもたちの中では、室内で遊んでいた
コースター遊びとイメージが重なったようだった。

　傾斜をつけたベンチに、マツボックリを山のトンネルめがけて転がしている。目指すこ
とは、トンネルの向こう側まで転がっていくこと。マツボックリの不規則な転がり方をた
くさん楽しみ、片づけの時間となってしまった。この時の片づけの仕方に、“大きな学び
と気付きのヒント”があった。「砂場で使って砂がついたから、マツボックリを洗おう」と、
どの子どもからか、言い始め、片づけの仕上げに子どもたちは、マツボックリを洗い、乾
かすということを始めた。すると、マツボックリがつぼんだことに気付いた子どもがいた。
「マツボックリ、しぼんじゃったね」、そうつぶやいて、その時は“つぼんだ発見”を喜ん
でいた。
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（３）偶然の発見が遊びへ
　次の日、再び同じように砂場で山作りからトンネルを掘り、そして、傾斜をつけたベン
チが登場してマツボックリコースター遊びが始まった。何度かマツボックリを転がしてい
るうちに、一人の子どもが担任に伝え来た。「先生、マツボックリをつぼませたい、お水
があるといいんだけど…」「マツボックリをつぼました方が、よく転がるんじゃないかと
思って」。
　そこで、タライに出してもらった水に、マツボックリを漬け始めた。その後、つぼんだ
マツボックリを山のトンネルめがけて転がしてみると、「前よりよく転がるね」「つぼんだ
マツボックリの方が、速くまわるよ」など、その転がり方の違いに気付いて、大興奮する
声が次々と聞こえてきた。
　先日の片づけの時の「砂が付いた、マツボックリを洗おう」という発想が、深い学びと
遊びへの転換へとつながった瞬間だった。

【考察】
繰り返し楽しむこと、試すことを楽しむこと　
遊びの経験が次の遊びにつながる瞬間
偶然の発見が遊びへ
　「子どもたちの生活は、すべてつながっている」ということを感じさせられた。一つの
遊びを十分に楽しむ経験が場を変え、物を変えて、また次の遊びへとつながった。そこで、
片付けの時の経験や発見、学びが次の遊びへとつながっていく。
　幼児にとっての学びや探究は、生活の中すべてにあるということを感じた。 

「つぼんだマツボックリ、速い！」 「前より、よく転がるね」



− 61 −

実践事例３  目標をもち心のエネルギーを膨らませていく  　（５歳児２学期）

初めての経験「名前との出会い」
　５歳児の９月、季節が夏から秋に移りゆく中で、子どもたちは思いきり体を動かして遊
ぶ心地よさを味わったり、学級やチームの仲間と共に力を合わせて遊びや生活を進めてい
ったりしながら「運動会」という共通の目的へ向かっていく。
（１）運動会「みんなでキッズソーラン」
　運動会のリズム表現では「みんなで『キッズソーラン』を踊ろう」ということになった。
赤・青・黄・紫の４つのチームで、それぞれチームカラーの 法被 を身につける。

はっぴ

　自分たちのチームとしての意識を高め、愛着をもって表現に取り組めることを願い、法
被の背中に“自分の名前の一字”を書いて貼ることにした。
（２）毛筆で漢字に挑戦
　保育者は一人一人の名前を紙に書き、それを見せなが
ら、“名前の中のどの文字を書いてみたいか”聞いてみた。
初めての挑戦である。絵筆で色を塗ったり、絵を描いた
りしたことはあっても、書道用の筆や墨を使って文字を
書くことは生まれて初めての経験。「すごーい」「難し
そうだけど、やってみたい」「どうやるの？」など、新
しいこと、未知のことに対する５歳児の反応は、想像以上に意欲満々である。
　「みんなが生まれた時、お父さんお母さんは、それはそれは喜んで、最初の素敵なプレ
ゼントをしてくれたの。それが名前」・・・そんなふうに話しながら、保育室の片隅にコ
ーナーを設け、筆・墨・硯・半紙を準備すると「お兄ちゃんが、学校でやってる」「習字
だよね」「なんか、いい匂い」と子どもが集まってきた。一人ずつ手を取りながら書いて
みる。墨の香りの中で、ほっと安心感がうまれ、落ち着いた心もちになっていく。
（３）名前にこめられた願いや、由来に関心を寄せる
　「ハルカちゃんは、暖かい春の季節に生まれたのね」「この字には、『きれい』『澄んで
いる』っていう意味があるのよ」など、話しながら書く。すると、「あ、この字、ぼくの字
とおんなじだ」「ここが、レイちゃんと似てるね」と、文字の形やつくりに興味を持つ姿。
ハクト（白虎）は「白い虎は、冬の虎だと思うよ。雪の中にいる虎なんだ」と語っている。
「そうだね、きっと冬でも風邪をひかない、元気な強い子になってほしいなあって、つけ
てくれた名前なんだね」と保育者。自分の名前に込められた、願いや由来に関心を寄せて
言葉に出す姿があった。この様子を保護者に伝えると「ハクトの名前は、お父さんの名前
と深い関係があるのよ。帰ったら話そうね。お父さんも喜ぶわ」と、家庭で話題に取り上
げてくださった。
（４）自分一人で筆を持って書く～自信をもつ～
　いよいよ、自分一人で筆を持って書く。白い半紙に最初の一筆を入れる瞬間は、息をの
み静寂と緊張の時。そこからは、思いきりよく筆を動かす子ども、手本と見比べながら慎
重に書く子どもなど様々。書き終えたタイミングで保育者が「大成功！！」と声をかける
と、どの子も自信に満ちた笑顔を見せていた。元気な文字、やさしい文字、それぞれ個性
あふれる素敵な表現となった。

生まれて初めての経験
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【考察】
心の育ちをサポートする
　運動会という共通の目的に向かうこの時期、一日の生活や遊びの組み立ては、運動が中
心となることが多い。その中
でも、一人一人の思いに寄り
添ったり、友達や仲間を応援
する姿を認めたり、一人一人
の良さを認め、学級のみんな
に知らせたりして、心の育ち
をサポートする保育者の援助
が、幼児の意欲をさらに高めていく。
愛情を感じ、自分への信頼感を育てる
　周りの人々からの愛情を感じとり、安心して遊びや生活に取り組み、難しいことへも挑
戦しようとする意欲が生まれると考える。生活の中で、自分が大切にされている実感がも
てるようにしていくこと、一人一人の良さを認める保育者の姿勢が、学級や園の子どもた
ちの心を育てていくと思われる。
充実感や満足感が心のエネルギーに
　「自分ってすごい！」「こんなことができた！」というような充実感や、自分なりにや
りとげた満足感を味わうことが、心のエネルギーを膨らませ、次の目標や未来へ向かう力
を育んでいくと思う。

（創造性を育む）
実践事例４　やってみたい気持ちを実現する　（５歳児２学期）

大好き！「スポーツ鬼ごっこ」
　５歳児の11月、子どもたちの遊びへの興味・関心は、
思い切り動き廻りたい、友達と関わって、楽しみたい、
追いかけたり、捕まえたり、スリル満点な遊びを十分や
りたいなど、友達と十分に体を動かす楽しさを味わいた
いと感じている。中でも、遊戯室での「鬼ごっこ」は、
やってみたい遊びの１番人気で、家庭では経験できない
遊びである。鬼遊びのルールを皆で共有すれば、こんな
に没頭できる遊びは他になく、全力投球で取り組むこと
ができる。この遊びは、さくら組の子どもたちにとっては、ただの鬼ごっこではなく「ス
ポーツ鬼ごっこ」なのである。
＊11月中旬　雨　　　遊戯室にて
（１）「氷鬼始まるよ」と声をかけると18人の子ども達が集まってきた。どの子もやる気
満々である。
　一方で担任は、あらかじめ遊戯室に赤いビニールテープで、安全地帯（休憩処）を作っ

“自分の名前の一字”を書いてみた！
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ておいた。２～３人の男児は、もうすでに両脚の屈伸運動をしながら、鬼が動くのを待ち
構えている。そんな中、鬼が決まり、ハチの巣を突いたように「氷鬼」が始まった。子ど
もたちは懸命にかけまわっており、殆ど全力疾走である。よく、衝突しない…と思いきや、
（２）まどかちゃんが、うずくまっている！
　どうやら、だいすけの肩がぶつかったようだ。「氷鬼」をいったん中断したところに、
タイミングよく担任がやってきた。担任はまどかとだいすけが衝突した状況を素早く判断
して、まどかには、安全地帯で少し休憩をとるように促した。
　子どもたちは皆、心配そうに様子を見ている。そこで、保育者は「どうしたら、ぶつか
らないで遊べると思う？」と子どもたちに問いかけた。
　この相談に、こうたは「“グーとパー”に分かれて、“応援とやる人”に分かれるのは、
どお？」と提案した。そのアイデアに子どもたちは「いいよー」「そうだね！」と同調し、
保育者が「じゃあ、時計廻りにやってみようよ！」とアイディアを出すと、子どもたちは
段取り良く“グーパーじゃんけん”をし、チーム分けをすることができた。
　そして、その後すぐに「氷鬼」が再開されると、今度はチームになった子どもたちが、
同じ方向に動いてフェイントをきかせ、より遊びの幅が広がってきた。一方で、“応援チ
ーム” の子どもたちは、安全地帯の中で腕立て伏せや両脚の屈伸などを、次の出番に備え
て、トレーニングをしている。これは一見ただの「氷鬼」だが、５歳児の子ども達にとっ
ては自分たちの頭で考え、準備し、体を動かす「スポーツ鬼ごっこ」なのである。

【考察】
　実践事例「スポーツ鬼ごっこ」を通じて新任保育者は懸命に「子どもたちの世界」に入
り込み、全力投球で保育にあたっていることが分かる。子どもたちも自分なりの思いを表
し、等身大の自分でいようとしている。中には上手く表現できずに、相手に強い口調で伝
えたり、保育者の仲介に助けられたりすることがあるが、周りの友達とルールを考えて折
り合いをつけながら、葛藤を乗り越え、協調して遊ぶ姿が見ることができる。そのプロセ
スで『やってみたい、自分の気持ちを実現していく』経験をつみ重ねて、成就感につなげ
ていく。

（創造性を育む）
実践事例５　様々な保育材と出会い、繰り返し試したり、工夫したり考えたりする　（５歳児11月）

親子活動「光と色との出会い」
　10月の後半、秋の陽ざしが長く差し込み夕暮れが早くなっていく“この季節ならではの
気付きや発見を親子で楽しんでほしい”と願い行った保育参加の様子である。
（１）親子で作る～体験から感じ、考える
　親子で行う活動として、風船に和紙を貼り付けてランタン作りをすることを計画した。
まず、保育参加当日を迎えるにあたり、年長５歳児は風船に貼り付ける和紙を自分で染め
ることから取り組んだ。
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　保育参加当日は、自分で染めた和紙を切って風船に貼り合わせる行程になった。子ども
の染めた和紙に「きれいね」「○○ちゃんの染め方もすてきね」と感心する母親たちのつ
ぶやきが聞こえる。一枚の和紙を風船に貼るために、32枚に切る作業では、親子で紙をた
たみながら何枚になるかを予測している様子も見られた。
　和紙を貼り始めると、一枚一枚に糊をつけるために親子の共同作業が始まった。“如何
に糊をつけると効率よくできるか”を知らせ合いながら、進める親子もあれば、子どもが
糊をつけやすいようにサポートするなど、親子によって取り組み方の違いが見られる。ど
の親子も貼り終わると満足の表情と風船はどうやって外すかについて話をする様子が見ら
れた。
（２）風船が本当に縮んでいく不思議さを実感する
　親子での製作活動が終わり２日間が経過すると、縮み始めた風船と和紙の間に隙間が出
てきた。それを発見した、のぶひろは「ぼくの風船が小さくなっている！」と友達に伝え
た。他の幼児の風船も小さくなってきている。降園の時に、このことを子どもが保護者に
伝えると、大人も興味深々の様子で観察し「こうなるんだ。なるほど」という声が聞こえ
てきた。
（３）光の中で感じる
　10日後、全員の風船が小さくな
ったので、丸く風船型に形成され
た和紙の中から風船を取り除き、
ライトを入れることにした。
　いろいろな場所にライトの入ったランタ
ンをもっていく中で、より暗いほうがきれ
いに見えることを発見している。しばらく
して、担任が遊戯室の暗幕を引くと和紙の
ランタンは、柔らかな光を放ち、美しい光
の世界を演出してくれた。子どもたちはそ
の美しさに息をのんでいる。その光の中で、
絵本「にじいろのさかな」を読むと、子ども
たちは自分達の創り出した光の中で、じっ
と絵本を見ていた。
（４）共感する、共有する
　本園は夜暗くなってから、降園する幼児が多い園である。お迎えの時間に合わせてラン
タンをともすと、再び美しい光の世界が創り出された。
　その後、親子でランタンをとても大切にしながら、持ち帰る様子が見られた。

【考察】
　色が混ざり合う不思議さを感じながら、染めた和紙の美しさを親子で観賞し、風船に切
った和紙を親子で根気よく貼り付ける中で、次への期待を膨らませている様子が伺えた。
また、和紙の貼り合わせ方を考えたり、何度も繰り返しいろいろな場所に置いて光と明る
さのバランスを知ったり、風船が本当に縮むのかを何日も観察して変化に気が付いたりな

ランタンの光の中で絵本「にじいろのさかな」を
プロジェクターに映して、読む
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どたくさんの発見につながった。また、和紙・風船・染色液・光・明るさなど様々な物の
性質にも触れる経験なっている。様々な保育材との出会いが、子どもの感性を拓き興味を
広げ、親子の共感の時を創り出す豊かな経験となった。

（創造性を育む）
実践事例６　友達や大人との温かな関係を育む　（４、５歳児３学期）

「手作りカルタ」でゆったりとした遊びの時間
　12時間開園の本園では、朝７時30分から夜７時30分まで、園で過ごす子どもたちの生活
を４つのゾーンに意味付け、それぞれの時間帯に特徴をもたせて、一日の生活のリズムを
作っている。午後の預かり保育の“ゆったりとした遊びの時間”では、子どもたちが保育
者と関わったり、思いを受け止めてもらったりすることを中心にしながら、遊具・用具・
玩具・場所、を環境として整え、一人一人が安心して遊ぶことができるようにしている。

（１）預かり保育担当の保育者が、子どもの様子に応じた遊具を作る（手作りカルタ）
　ミカンの絵のカードには「み」という字とミカンの絵が描いてある同じカードが２枚。
野菜や果物などの絵が描いてあるカードを作成した。読み手がミカンの絵を見ながら「ミ
カン」と読むと、取り手がもう一枚の対のカードをとる。５歳児が読み手になり、４歳児
が取り手になったり、「おいしいみかん」とアレンジをしながら読んだりする様子も見られ
ようになった。カードは15枚なので、飽きないうちに終了し、読み手と取り手の交代もす
ぐにできる。この遊び方に飽きると、二組のカードすべてを裏に返して、「神経衰弱」のよ
うな遊びも自分達で始めることもできる。２人～４人の友達と一緒に頭を寄せ合って遊ぶ
様子が見られ、保育者はその様子を見守ったり、仲間となって入ったりして、傍らにいる
ことで、子ども達は安心した表情で遊び続けている。 
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　安心感と主体的に遊ぶ意欲を引き出す手作りカードの特性を次のように捉えた。
①誰でもが遊べる
　まだ文字を読むことができない幼児でも、絵を見て読むことができる。
５歳児と４歳児が関わりながら遊ぶことができる。
②自分たちで変化させられる
　書かれている言葉は単語であるが、自分の好きな言葉を加えることができる。
裏返して、神経衰弱のゲームもできる。
③繰り返し楽しむことができる
　カードが15組であることで、一回の遊びが10分程度で終了することから繰り返し、また
は遊び方を変化させて遊ぶことができる。
④保育者の存在
　傍らに保育者がいてくれることで、“いつでも自分の話を聞いてくれる先生”という存在
を感じられ、長時間を園で過ごす子どもたちが安心をして遊ぶことができる。

【考察】
　カルタで遊ぶ中で、保育者が自分たちのために作ってくれた喜びや安心感を得ているよ
うに思う。そのうえで、自分たちで遊びを変化させて楽しむことができて、満足感や充実
感を感じることができる遊具である。長時間保育を受けている幼児にとっては安心して遊
ぶために必要不可欠な遊びの環境であると思う。ゆったりとした雰囲気の中で見守られ、
受け止められながら友達と遊ぶことで、友達や大人との温かな関係が育まれていく。子ど
もの生活に応じた遊具の工夫の大切さを感じている。
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Ⅳ　御殿山すこやか園の

　　子どもにとってのwell－being 
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子どもの日常に見られる心を動かす要因と姿
　　　(平成28年度園内研究会資料より) 
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Ⅴ　おわりに

（１）園風土を創り出す、組織の創造性
　品川区大崎地区は急速に都市開発が進み、今もなお街並みが建造されている地域である。
　品川区立御殿山すこやか園には、二人の園長先生がおられる。御殿山幼稚園は大澤洋美
園長先生、五反田第二保育園は大川美和子園長先生である。
　園長先生方に教育・保育への思いを伺ってみた。『わくわくする生活づくり、幼保連携
保育、高層住宅内の乳幼児教育施設として保育環境の工夫、長時間保育における安心・安
全、保護者と子育ての喜びを共有する』などの理念を話されている。
　御殿山すこやか園の未来を見つめながら、この街で『新しい時代を創る幼児教育』を創
造しようとする意気込みを感じた。園組織の創造性を発揮するためには、施設長のリーダ
ーシップが重要である。具体的な経営の方針は教育・保育のグランドデザインをもちなが
ら、ある時は直感的思考をもち柔軟に応じ、一方では方向付けを示し、さらに、園の風土
として自由な雰囲気を醸成する中で保育者同士が協働しながら、子どもの可能性を発揮す
る創造的な教育・保育をめざしている。０歳児～３歳児の保育では、子どもの気持ちに寄
り添い一人一人の状況に応じた、きめ細やかな保育を展開し、家庭的な長時間保育を実現
している。

（２）御殿山幼稚園の実践例に見る創造性
＊遊びを子どもと創り出す…４歳児の自然との関わりでは、初めて、小学校の池でオ
タマジャクシを見付け、寝そべって、足を広げ、透明な容器でどうやったら捕ま
えられるのか？小さな池の生き物との出合いに、心が震えたつ経験をした。

＊心の動きがアクティブ…運動会では、自分の力を発揮して満足感を得た５歳児。
「何でもやってみたい！」思いが、全力疾走での「氷鬼」につながる。心の動き
が活発になりバランス感覚や巧緻性、瞬発力などの身体能力が高まっていく。

＊大人が「はっ」とする園…実践例「親子でランタン作り」「名前との出会い」に見
られるように、園に集う保護者、保育者、来園者たちが潜在的にもっているもの
（感覚、自由感、情緒性、創造性、人間性など）につながった時、心が動かされ
て、新たな価値や創造が生まれている。

＊問題意識を明確にもつ…保育者集団が「どのような保育を子どもと共に創り出そう
としているのか」経験年数（初任者、中堅保育者）や担当クラス（乳児、幼児、
預かり保育）に関わらず、関係者の心を揃えて保育にあたる姿勢が見えてきた。

　本園の理想は、子どもにとってはWell‐being「なりたい自分になる」未来に向かう力、
創造性の育成を目指している。同時に園にとっては「なりたい園になる」ことである。
御殿山すこやか園の園風土を保護者と共に築き、沿革につながる実践を積み重ねている。

（大竹　節子）
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 幼児の創造性を育む保育を
実践事例から考える

文京区立本駒込幼稚園 副園長　和島千佳子
平成28年度所属　柳町こどもの森
 文京区立柳町幼稚園 主任教諭(　　　　　　　)
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１ 事例園について（概要）

（１）柳町こどもの森  文京区立柳町幼稚園（東京都）
　文京区立柳町幼稚園は、同一施設内に文京区立柳町保育園がある文京区独自の幼保一元
化施設で、施設総称として柳町こどもの森と呼んでいる。既存の区立幼稚園に１〜３歳児
の保育園を新設し、平成18年４月に始まり、平成28年度には、柳町こどもの森10周年記念
式典を行った。柳町幼稚園としては、平成25年度に開園60周年を迎えた歴史ある園である。
　文京区役所や東京ドームが徒歩圏内で、都心に近い場所にありながら広い園庭をもち、
約３分の１は土の園庭で“やなぎちょうのもり”と呼んでいる。敷地内の様々な木々に四
季折々の花が咲き、実を実らせ、花びら集めや木の実拾いなど、幼児の遊びに生かされて
いる。
　定員は、１歳児10名、２歳児12名、３歳児14名、４歳児66名、５歳児66名（4，5歳児は、
長時間保育児と基本保育児（預かり保育あり）を合わせた人数）である。
　筆者は、平成28年度まで学級担任として２年間在籍した。

（２）文京区立本駒込幼稚園（東京都）
　文京区立本駒込幼稚園は、創立44年、平成29年12月現在の在籍は、３歳児21名、４歳児
25名、５歳児25名の計71名である。（うち、預かり保育の登録利用の幼児が約３割）
　神明都電車庫跡公園に隣接し、勤労福祉会館や本駒込図書館などの複合施設の中にある。
人工芝の園庭があり、一階部分の幼稚園があるので、園児にとっては平屋のような感覚で
生活している。ビワやブドウ、カキなど実のなる木や、プランターでの野菜栽培を通して
収穫の喜びやそれを友達と分け合って食べる楽しさを味わえるようにしている。また、複
合施設のメリットを生かし、福祉会館の体育館を借りて思い切り体を動かす遊びを楽しん
だり、図書館の方に絵本や紙芝居の読み聞かせをしていただいたりしている。
　筆者は、平成29年度より在籍している。

２ 実践事例から、幼児の創造性を育む保育を考える

（１）「靴屋さん」―――時間の経過の中で、周囲の人・もの・出来事と関わりながら遊
びが創造的に展開された事例

（柳町こどもの森 文京区立柳町幼稚園）
（５歳児11月〜２月）

　５歳児の秋から冬にかけて、靴屋さんの遊びが約３カ月に渡って続いた。その靴屋さん
の遊びを振り返ると、遊びが楽しくなるとき、また、遊びが停滞しそうになった時に転機
となる出来事があり、それをきっかけに遊びが創造的に次の展開に進んでいた。
　具体的なエピソードを追いながら、幼児の創造性を育む要素や、創造性を育むために大
切なことについて考えたい。
　エピソード中、上に挙げた創造性につながる遊びの転機は太字で、保育者の思いや援助 



− 73 −

は斜体字で表している。

きっかけは、ティッシュの空き箱
　K児がティッシュの空き箱に片足を入れてニヤリとしている。「もう一つあったら靴に
なる」と一緒にいたS児と話し、探したがティッシュの箱は一つしか見付からず、残念そ
うにしている。それを見ていた保育者が、K児とS児の思い付きを面白いと感じ、「前に牛
乳パックで靴を作ったお友達がいたの」「そのときは、友達と一緒に靴屋さんを開いて、
靴を作って、お客さんに売っていたよ」「もし、もり組に靴屋さんができたら、楽しそう
ね」と話す。おやつで毎日牛乳が提供されるので、牛乳パックはある程度の量のストック
があることを幼児たちも知っている。

靴屋をする仲間が集まる
　しばらく考えていたK児は靴屋をすることに決めたようで、S児も「やる」と。K児は、
そばで違う遊びをしていたT児（作ることが得意な幼児）を誘う。T児は靴屋さんの仲間
に入ることになる。こうして３人で始めた靴屋に新しいことが始まった様子に興味をもっ
てやってきたR児、M児が加わり５人になる。

靴の作り方を知る
　保育者は、５人の幼児に「前のお友達はこんなふうに作っていたよ」と作り方を知らせ
る。また、「『たくさん作って品物を置いておき、お客さんが来て選べるようにするお店』
と、『お客さんから注文を受けたものを作って売るお店」とがあるが、どっちにする？』と
保育者が聞くと、どちらか決めかねる様子である。方向性はまだ決まらないが、R児はお
店をすることが決まったのがうれしくて、既に他の友達に「作ってあげるから来てね」と
言っている。そこから噂が広まり、友達の方から注文が入る。それで、注文が入ったもの
は受けることにし、他にも多めに靴を作ってから「いらっしゃいませ」とお店を開こう、
ということになる。 
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靴を作りながら工夫が生まれる 
　はじめは、保育者が牛乳パックの切るところに油性ペンで線を描いておいたが、やがて
幼児同士で作り方を知らせ合い、線を描いて切って作るようになる。切る場所によって靴
の形が違うことに気付いて作りたい形をイメージして切ったり、色や模様などを工夫して
作ったりするようになっていった。

　牛乳パックで作った靴を実際に履いてみると、滑りやすく、固く、大きすぎることに、
体の感覚を通して気付く。そのことをどうしようかと考えて工夫するようになる。

他の友達の作るポスターをまねてアピール
　他の遊び（コンサート）を進めるグループがポスターを作ってお客さんに知らせるのを
見て、自分たちもポスターを作ることにする。できている分の靴を廊下の一角に並べてお
くと、通りかかった他の学級の友達の目に留まり、よいアピールになっている。 

履いてみると底が固く
履き心地がよくない‥
底にフワフワの中敷き
を貼ろう（M児）

大きすぎる‥かかと
に合わせて切り込み
を入れて合わせ、サ
イズ調整（K児）

滑る‥どうしよう、いや、逆に進みやすい
かもしれない。そうだ、足の不自由な人の
靴にしよう、でも滑り過ぎても危ないから
靴底にブツブツを付けよう（S児）
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オープンして、靴が売り切れ、予約を受け付けることに
　いよいよオープンした靴屋にたくさんお客さんが来て、コツコツと作りためた靴が売り
切れてしまった。お客さんから「予約できませんか？」と言われ、受け付けることになる。
予約をするのがうれしいお客さんと、次々と予約が入るのがうれしい靴屋さんの幼児たち。
　しかし、注文を受け付け過ぎたため、どれから手を付けたらよいのか分からなくなって
いる様子が見られる。保育者は、今後どうするのだろう、と思いながら、「いっぱい予約
を受けちゃったもんね」「先に受け付けたのはどれだか分かる？」と幼児たちに問い掛け
る。すると、それぞれ思い起こし、また作り始める。

　保育者は、幼児が今作っているのがどの注文品か分かりやすくなるように、幼児たちが
それぞれ書いた「予約表」を一足分ずつ短冊状に切り、幼児たちが靴と対応して確かめた
り数えたりしやすくする。
　やがて年末になり、大掃除で室内をきれいに掃除する。一年の区切りなので、室内を一
度さっぱりきれいにする予定でいたが、靴屋さんの予約の品のお届けが実現しないまま終
わるわけにはいかない、と、靴屋さんは年を越してあと何足注文が残っているか分かるよ
うにして材料を残す。（残りは、何と18足！）

年越しした予約の靴を作る
　年明けに少しずつ作るが、こども劇場の取り組みと重なりあまり進まず、とくに４歳児
への注文の品の生産や配達が滞っていた。こども劇場が終わった２月２週目からまた作り
始め、４歳児クラスに靴を届けに行く。すると、「もう一個作って」と他の幼児に言われ、
うれしくなり「もっと靴屋さんしよう」というK児。でも、その分他の遊びをする時間は
少なくなるので「やっぱりもういいよ」という意見もあり葛藤している。
　そのようなときに、他の友達に靴が届けられたのを見た４歳児に「僕のはまだ」「僕の
も。赤を頼んだ」「僕は青」と言われる。保育者は幼児と一緒に予約のメモを調べてみると、
注文の証拠のメモが見付かり、急いで作って届ける。
　その合間に、R児とT児はまた新たに注文を受けて作る。おしゃれな靴が完成し、それ
を届けてもらったお客さんの幼児がハイヒールにしたい、と工夫をし始める。 
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履ける、歩けるハイヒールを作りたい
　O児は、靴屋さんに作ってもらった靴にヒールをつけ
たらかわいくなる、と金色のボール紙で作り始める。仲
のよいN児と相談しながら作り、見た目はとても素敵に
出来て喜んでいる。本物のように履いて歩こうとするが
ヒールがつぶれてうまくいかない。
　履いて歩けるハイヒールを作りたいと考えている２人
は保育者にどうしたらよいか、と聞いてきた。丈夫にお
しゃれに作りたいという２人と一緒に、保育者はヒール
になる丈夫そうなものを探す。いろいろ試しながら、
やがてO児とN児は牛乳パックの紙を使い、円柱を作っ
て中に丸めた紙を固く詰めてヒールにする方法で、付け
る位置も工夫し、成功する。とてもうれしいようで、O
児は靴屋さんの幼児と話をして、N児と一緒に「靴屋さ
んにハイヒールの注文が来たら、靴は靴屋さんが作って、
ヒールは私たちが作るの！」と得意そうに話している。

保護者の受け止め
　修了を祝う親子のお別れ会の席や、年度末の保護者会のフリートークで、保護者同士の
話に靴屋さんの話題があがる。靴屋の幼児、ハイヒールを作った幼児、お客さんの幼児な
どが家庭でそれぞれ話していたのを聞きながら、保護者にも「どんなことをしているのだ
ろう」という思いが膨らんでいた。保護者は、実際に作ったものを見て、子どもたちの発
想や工夫、頑張って作ったことを感じ取って感心している。

＜靴屋さんの事例に見られる幼児の創造性とその要素＞
　靴屋さんの事例に見られる幼児の創造性は、
・「こうしてみよう」という思いをもち実行に移すこと、やりながら「こうしてみよう」
と思うこと

・「どうしたらいい？」という困難に出合うことから、「何とかしたい」「何とかしなくて
は」と考え、行動に移すこと
・起こった出来事を受け止め、次につなげて生かそうとすること
・ふとした思い付きが生むわくわくした気持ちと、それを友達と共有すること
・友達の「得意」を知っていて誘う、頼む、引き受ける関係性
・周りの友達から刺激を受け合い、面白いと思ったことやうまくいきそうなことを取り入
れたり、一緒に考えを出し合って試したりすること
・その場にある「もの」が生かされること
・作ることを通して、決まったパターンを習得することと、オリジナルに工夫すること
・体の感覚を通して素材の特徴に気付いたり、特徴を生かそうとしたりすること
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これらには、
自分の心が動くこと　　行動や体の感覚を通して感じること　　身近なものとの関わり
友達との協同　　　　　うまくいかないこととの出合い　　　　といった要素が含まれる。

＜靴屋さんの事例から、幼児の創造性を育むために大切なことについて考える＞
幼児の発見や思い付きを誘う「もの」、アイデアを形にするために自由に扱える「もの」が
身近にあること
　幼児たちは身近な環境に関わりながら様々な発見や思い付きをしている。幼児を取り巻
く環境にあるあらゆるものがそのきっかけとなり得るが、その「もの」に幼児自身が能動
的に関わることができる設えや雰囲気であることが重要であると考える。また、ものとの
対話的な関係が気付けるような場や雰囲気を意識した援助が大切であろう。

幼児の心の動きや遊びの文脈を捉えた保育者の援助、保育者間の連携
　幼児が心を動かされている場面に立ち会えたとき、保育者の感じたことや思いや願いが
具体的な援助としてその場で表される。それが、幼児の思いや願い、そして幼児たちの繰
り広げる遊びの流れや文脈とフィットし、呼応しあうと、幼児の創造性が引き出され、幼
児たちの遊びが創造的に展開される。
　その際に、保育者間で日頃から幼児の様子や援助について伝え合い、保育の方向性を共
有していることをもとに、その場で瞬時に判断して援助することが大切である。また、保
育中も必要に応じて幼児の様子を報告し合い、援助を考え対応することが大切である。そ
のような保育者の創造的な連携が、幼児の創造性を育む保育を展開する基盤となる。

友達との相互の関わり
　友達と関わる中で、自分とは異なる他者の視点に気付いたり、そのことから自分自身に
ついて見つめ直したりしている。そして、とくに５歳児後半になると、友達の中で、友達
と一緒に自己実現していくことが達成感や満足感につながる。そのような友達との相互の
関わりを通して、幼児の創造性が育まれる。

保護者の受け止めや支え
　幼児が心を寄せている出来事が、家庭での会話に表れる。その話から、保護者が幼児が
園でしている遊びに関心を寄せている。
　幼児が真剣になっている事柄は家庭での会話の中で真実味をもって語られ、保護者に伝
わっていく。それらは、うれしいことの報告ばかりでなく、もどかしさや、友達同士の意
見が異なることでの葛藤を含み、時には愚痴のような話もあったと想像できる。それを受
け止める保護者の関心や励ましは、具体的に目に見える形をとっていないが、幼児の心強
い支えとなり、さらなる意欲やアイデアが生まれることを支えていたのだろう。幼児の園
での生活は家庭の生活と連続しているということを、改めて実感した。 
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　靴屋の話題から、保護者は、幼児が自分の思いの表し方や友達との関わり方、自分の力
を発揮しながら成長していく様子、周囲のものや人との関わりの広がりや深まりという、
幼児の具体的な姿を感じ取っている。事例を振り返ってみると、そのように幼児が園で主
体的かつ能動的に行動する様子を感じて保護者が接することが幼児の安心や安定感につな
がり、創造性を発揮していく源にもなっていたのだろうと思う。

（２）「葉っぱで窓飾り」―――前後の遊びや生活との関連をもたせながら、創造性を意
識して活動をデザインした事例　　　　　（柳町こどもの森 文京区立柳町幼稚園）

（学級の皆で行う活動　５歳児 11月17日　10：50〜11：40）
　秋の自然物や自然光を生かして作ることや鑑賞することを楽しみ、表現（作品）を友達
と見合うことで自分の感じ方に気付いたり、考えの幅を広げたりするきっかけを作りたい
と考え、学級の皆で行う活動で身近な落ち葉で窓飾りを作ることを取り上げた。馴染みの
ある材料に新しい視点から出合えるように工夫し、作る意欲がわくようにした。作ること
を楽しみ、できあがった作品を友達と一緒に鑑賞する環境をすぐに作れるように意図して
環境構成をした。
　その際に、＜体験のつながり＞＜ものを生かすこと＞＜場を生かすこと＞の３つを意識
して、活動を組み立てていった。それぞれの内容は次に挙げる。

＜体験のつながり＞
・秋になり、園庭で落ち葉を見付けて集めたり、隣接する小学校校庭に行って落ち葉を拾
ったりした。集めた落ち葉を幼児たちと一緒に拭いたり、並べたりしていると、幼児た
ちは葉の色や形の特徴に気付き、見立てたり、手触りを感じたりしている。落ち葉に触
れていると興味がわいてきて、こんな落ち葉もあったよ、と幼児が家庭から園に持って
きたものもある。
　　そのように子どもたちが関わってきた落ち葉を使って、自分たちの暮らす場所を彩る
ものを作って飾り、その美しさを感じられるようにしたいと考えた。
＜ものを生かすこと＞
・集めた落ち葉を拭いてきれいにし、大きさ、形の特徴などに応じて大まかに分類した。
・落ち葉を分類して入れる入れ物は、葉と馴染み、かつ、葉の色や形を際立たせやすい素
材や形状が望ましいと考えた。園にあるもので用意できないかという視点で考え、トレ
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イに近い形状の紙箱を集めた。箱の色や質感が揃っていないので、全ての箱を画用紙を
揉んで柔らかくしたもので覆って使うことにした。
・窓から差し込む光を意識し、ステンドグラスのように飾れるように、台紙にはトレーシ
ングペーパーを使用。落ち葉と組み合わせる材料としてカラーセロファンを用意した。

＜場を生かすこと＞
・落ち葉を、幼児たちが四方から囲んで見たり、自分の作る机の場所から取りに来たりし
やすいように、保育室を広くして使い、中央に落ち葉を置く机を設置することにした。
・幼児が集中して作ることができるよう、一人一人の製作のスペースが十分にとれるよう
にした。かつ、友達の作る様子が目に入り影響を受け合えるような場の設定を行った。
・窓際にすぐに飾れるように、あらかじめ場所を想定して広くしておいた。窓に飾ること
で光を通し、製作しているときとは見え方が変わることに気付くこと、同じ場で友達と
一緒に作品を見合うことで自分だけでは気付かなかった気付きが生まれることを期待す
る。それを言葉にして伝え合う場が自然にできるようにする。
・飾る場所を選ぶ際には、時間の経過とともに光のさし込み方が変わることを考慮し、室
内の床や棚に映る影を見て美しさを感じることもできるように設定する。

ねらい
・身近な自然物や素材の特徴に気付いたり、面白さや美しさを感じたりし、それを生かし
て作ったり、飾ったりすることを楽しむ。
・作った飾りを見て、感じたことや気付いたことを友達や保育者と言葉で伝え合う。

展開（①②③④⑤）、 ・留意点、  ※活動の様子
①　保育室に集まり、集めていた落ち葉を使って窓飾りを作ろう、と作り方を知らせる。
・これからすることの大まかなイメージや見通しがもて、安心して参加できるように
・活動への期待がもてるように
※使う材料（トレーシングペーパーを使った台紙、落ち葉、カラーセロファン）を見せ
て紹介しながら知らせる。幼児はこれから始まることに興味をもって見ている。

②　分類して箱に入れた落ち葉を幼児に見せる。保育室中央の机の上に並べる。
・馴染みのある落ち葉に、新しく出合い直すことができるように
・落ち葉の色や形、手触りなどに改めて気付けるように
・手にしたい、作りたい、という気持ちがもてるように

※分類した落ち葉の何枚かをそっと見せ、葉の入った箱を保育室中央の机に並べると、
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幼児たちはその周りに寄ってくる。「わぁ」と静かな歓声があがり、やがて「選びた
い」「作りたい」という声が挙がり始める。そこで、製作に使う机の設定を始める。

③　落ち葉の箱を置いた机の周りを囲むように机を並べ、着席して作る。
　セロファン、台紙、のり等の材料は保育室の端の机の上に用意する。
・落ち葉を選び、自分の作品をじっくり作ることができるように
※幼児は作りながら葉をよく見て色や形、大きさなどの特徴を感じ、カラーセロファン
と組み合わせて思い思いに作る。時折、そばで作る友達の様子を見ている幼児もいる。

④　出来上がったら、名前を付け、保育室の窓に飾る。
・すぐに見合うことができるように
・窓に飾ると、自然光が当たり見え方が違うことに気付けるように

※幼児は、作品を運びながら斜め上にかざして見たり、友達と見せ合ったりしている。
⑤　窓に飾った作品を友達と一緒に見る。
・自分や友達の作品を見て、気付いたり感じたりすることができるように
・感じたことを友達と伝え合う雰囲気が生まれるように

※保育者も幼児と一緒に作品を見て、友達の発話を聞き合い鑑賞する雰囲気を大切にし
ながら、緩やかに活動の収束に向かう。

（３）保育者が互いに創造性を発揮しあい、保育を考える仕組みとしての園内研
　保育者は、幼児の感性を大切にし、幼児の創造性を育みたいと願う。そのためには、保
育者自身が創造的であることが大切であると考える。保育者は、保育の現場で経験を積み、
職場や所属する集団に馴染んでいくうち、保育者としてのありようや考え方が形成されて
いく。また、役割に応じた振る舞いを実践を通して身に付けていく。それは非常に大切な
ことであるが、一方で、その考え方の枠組みや視点に無意識のうちに縛られてしまうと、
枠組みや視点の外のことに気付けず、その人が本来もつ創造的な思考が働かない状態にな
ることはないだろうか。このことは、公立園に勤務する身として、認定こども園を含むい
くつかの園を異動しながら、筆者が自分自身に常々問い続けている課題である。
　園の保育者集団の実情を踏まえ、その時の自身の立場から保育者の創造性を引き出す園
内研のもち方の工夫を試みた事例を挙げる。

①自分の思いを表すことや他者の考えを知ることから保育の面白さを実感し、保育者間で
共有できるように
　柳町こどもの森は、文京区立柳町幼稚園と柳町保育園が一体的に運営されている施設で

園生活の中にある場やものの特徴を生か
し、幼児の遊びや生活、もっと広く言う
ならば幼児の暮らしの中での体験をつな
げることで、創造性を育むきっかけ作り
をしようと試みた計画的な活動の一例で
ある。幼児が、もの（落ち葉）や自然事
象（自然光）に触れ、窓飾り作りを通し
て表現することや友達の表現に触れるこ
とから、美しさや多様性を感じる機会が
もてたと捉えている。
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ある。幼稚園教諭と保育士がチームを組んで保育をしている。正規職員（クラス担任の再
任用職員を含む）19名が一堂に会して話し合う園内研は月１回１時間と限られている。経
験1，2年目の保育者から経験30年前後のベテランまで、保育者としての背景も様々で、さ
らには異動でメンバーの３割程度が年ごとに入れ替わるのが常態である。
　平成28年度の教育目標の重点「感じる心をもつ子ども」に関連し、幼児の表現をテーマ
に園内研究に取り組む際に、研究主任として、目的に「保育者集団の質の向上を目指す」
ことも明記したいと提案した。また、幼児の感性と表現を考えるときに、保育者の感性と
表現を考えることが必要であると考えた。シフト勤務の中、全員での話し合いの時間が限
られている。クラスや学年としての意見ではなく、一人一人の保育者の素直な思いや保育
に対する考えを表す機会を設けることから始めた。一人一人が率直な意見を出し、互いの
意見を聞き合い、保育にあたることができれば、保育者集団としての保育力をより発揮で
きると考えた。そのための仕組みとして、各自の考えや話し合いの過程が可視化できるよ
うに、保育の事例の写真や、コメントの書き込み（付箋も活用して）を行った。また、事
例の準備など取り組みに負担感をもたないよう配慮した。一方で、事例提供の担当は、保
育者の主体性を大切にし、あえて分担せず、園内研の年間スケジュールを参照しながら、
各自のペースで年間一回はしてほしいことを年度当初に確認した。

　具体的な進め方は、次の通りである。
・表現する幼児の事例をA５サイズの事例カード（写真入り）にし、それをA３サイズの
紙の中央に貼る。（左上の写真を参照）
・職員室の目に付きやすい場所に設置し、事例カードの周りのスペースに、事例を見て気
付いたこと、感じたこと、質問などのコメントを各人が自由に書き込む。
・園内研の日に、６人程度の小グループに分かれて話し合う。そこで出た意見は付箋で足
していく。ある程度の時間で、グループで話し合う事例を他グループと交換する。最後
に、皆の意見が書き込まれた事例（右上の写真を参照）を見合う時間をとる。

②事例の形式にとらわれず、保育を語り合う場を作る
　文京区立本駒込幼稚園は、園長、副園長（筆者）、教諭（主任教諭、育休代替教諭を含む）

一人一人の保育者の心のウォーミングアップを十分に行うことや、少人数で意見を聞き合う
こと、様々な意見に触れることを意識して全体の構成を考えた。事例検討を通して、自分の
思いや意見を表すことや他者の意見を聞くことを楽しいと感じる保育者が増え、人数の多さ
や経験の多様さが、多面性の理解のきっかけにつながった。これは、この園の保育者集団の
特徴が強みとして表れたといえる。保育者一人一人が自分を開き、報告・連絡・相談とは異な
る次元で他者の話を聞くことを通し、一年のまとめとして自分の言葉で学びを語るという点
での成果はあったと感じている。



− 82 −

合わせて６人で園内研を行う。今年度は、幼児がわくわくと心を動かして遊ぶための自園
の自然環境を探ることをテーマに進めた。
　少人数ながら、教諭は経験10年前後の中堅保育者が多くを占めるので、事例を取る際の
形式（項目）をあえて細かく決めず、写真を主とした短いエピソード記録の持ち寄りを提
案した。形式に則って書くことに慣れている保育者たちが、ある形式に事例をまとめて提
案することよりも、各自の「他の先生に伝えたい、話したい」と思った場面を話題にし、
互いの意見を出し合い、多面的に保育を捉えながら研究の方向性を見出していくことを大
切にしたいと考えた。
　事例の提案方法は、様々なスタイルで行われた。エピソードとイラスト、エピソードと
写真、が基本でスタートし、次第に、エピソードと実物、動画を用いたプレゼン方式など、
回を重ねるうち、その提案方法にバリエーションが見られた。

＜保育者の創造性が発揮される園内研＞
　事例の提供や検討という場や行為を通して、保育者のその人ならではの感じ方や捉え方
が表わされることや、保育者自身がものや出来事を介して他者と関わりながら思いがけな
い自分に気付くことを大切にして園内研に取り組んでいる。保育者の創造性が発揮される
園で、幼児の創造性が育まれると考え、これからも創造性の高い保育者集団を目指してい
きたい。

３ まとめ
　ある程度の期間に渡り遊びが緩やかに継続していった事例「靴屋さん」、学級の皆で一緒
に行う活動のデザインについて考えた事例「葉っぱで窓飾り」、保育者の創造性について考
えた「園内研」（２事例）という、異なるタイプの事例を通して、幼児の創造性を育むこ
とについて探った。
それらを総合して、
・「自分」の感じることが始まり  
・「他者」との相互の関わり  
・誘発する「もの」との出合い方
を意識することが重要であると考える。これらの３つのことが大切にされる環境の中で、
保育を創造的に展開し、幼児の創造性を育んでいきたい。

事例の提案方法にそれぞれの保育者の独自性が発揮されるようになったことに、保育者の創
造性の発揮を見てとることができる。
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 「つながる楽しさ」
～本園の実践から創造性を考える～

学校法人武蔵野東学園　武蔵野東第一・第二幼稚園園長
加藤 篤彦
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１．武蔵野東第一・第二幼稚園の概要

　本園は1964年（昭和39年）に認可を受け、東京都武蔵野市に設立した幼稚園である。開
園時に入園希望者の中にいた自閉症児を受け入れたことがきっかけで、健常児と自閉症児
が分け隔てなく共に学ぶ「混合教育」と、自閉症児の特性に合わせた教育としての「生活
療法」がスタートした。自閉症児の教育の成果が日本中に広まるにしたがって、全国から
転居して入園を希望される方が増加し、現在（2017年・平成29年度）は59名の自閉症児が
健常児とともに通園している。
　園児の成長を追うようにして、武蔵野東小学校〔1977年（昭和52年）・武蔵野市〕、その
６年後には武蔵野東中学校〔1983年（昭和58年）・小金井市〕、さらに３年後には自閉症児
の社会的自立のための職業教育の場として武蔵野東高等専修学校〔1986年（昭和61年）・武
蔵野市〕を設立。「混合教育」を実践する総合学園となった。上級校設立には、自閉症児
の学びの場がほしい、社会自立へつなげたいという保護者の強い願いが元にあり、まさに
子どもを中心として保護者と保育者が三位一体となって作り上げてきた学園である。また
「混合教育」（インクルーシブ教育）が醸成する園の雰囲気は、保護者のみならず地域か
らも支持をいただいている。
　現在、武蔵野東第一幼稚園と武蔵野東第二幼稚園は、公園が点在する武蔵野市関前の閑
静な住宅地域にある。両園は連携して一体的に運営を行っている。第一幼稚園の園舎は保
育室間の壁を取り払い、広い空間を室内パーゴラ（あずま屋的な遊び空間）で仕切って保
育室を構成している。第二幼稚園は創立50周年を機に、運動場型の園庭からダイナミック
に身体を動かしたり、自然に関わったり、じっくり探求したりすることができる園庭環境
へと大改修した。園児は武蔵野市を中心として隣接する市区町から幅広く通園している。
認可定員は第一幼稚園が210名、第二幼稚園が315名であり、定員を充足している。
　園の目標は「みんななかよし　すなおなこころ　こんきのよさ」である。

２．教育重点について

　本学園では学園各園校で、前年度の教育実践を振り返りつつ、これからの教育の目指す
方向や教育経営を検討し「教育の重点」を設定している。年度の初めに「武蔵野東学園の
教育」という冊子にまとめて、全保護者に配布するとともに、保護者会を開催して説明し、
理解を得るようにしている。
　平成29年度の教育重点は「創造性を育む」とした。具体的な取り組みとしては、保育者
間では「創造性が育まれている」と思われる事例を取り上げて定期的に園内研を実施し、
その内容をまとめた。また、毎年、一年間の教育重点への取り組みは、年度末に「先生た
ちの発表会」と題して保護者を招いて実践報告することが恒例となっている。 
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３．本園でみられた子どもたちの「創造性」について
１）創造性を発揮するための土台となる「安心感」と「意欲」
～安心できるから　自分の力を発揮できる　やる気になる～

　創造性は人に教えられて身に付く力ではない。「自分がこうしたい」と子ども自身が能
動的に「ひと」や「もの」や「こと」に関わりあっていく中から生まれるものだと考えら
れる。そのためには、まず子どもが過ごす場所である幼稚園が、自分が思ったように振る
舞っても、保育者やクラスの仲間に受けとめられるという「安心の場」となっている必要
がある。自分を安心して表現できる保育環境は、自分の力を発揮するための土台である。
自分の気持ちを表し、安心して自己を発揮できることは、すなわち自分で考えて行動する
機会が増えることにつながる。子どもが安心して自己発揮できる保障があれば、子ども自
身が「自分はこうしたい」「どうしてもこれをやりたい」という思い（意欲）を自分の中
に持つことができる。意欲は創造性を自ら生み出すための原動力となる。
　そのために気をつけたいことのひとつとして、保育者から子どもに対して指示をする機
会が影響するのではないかと考えた。「〇〇しましょう」という保育者からの指示は「そ
の指示に従うか、従わないか」「いう通りにしたか、しないか」が評価の観点となってい
く。このような指示が多い保育環境の場合、子どもは自ら考えるよりも保育者からの指示
に従う、指示を待つことが増えてしまう。子どもは保育者の目を気にするため、保育者の
気持ちに寄り添うようになり、安心して自己を発揮する機会や時間が減少してしまうこと
でもある。よって、子ども自身が考えて行動することを大切にしようと考えた。

【想像性の育成のイメージ図】
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【事例１】　 皆で相談して、合意形成をめざすなかでの創造的な営み

　クラスの友達同士の中で、自分でやりたいこと、自分達でやりたいことをするために、
子ども同士がどのような関わりをしているのかという事例から創造性について考えてみた
い。
　創造性を育むこととは、ジーニアスを育成することではない。子どもたちが、皆と園生
活を送る中で、それぞれから出される「自分はこれがやりたい」という意見を、どうすれ
ば、皆で納得してひとつの取り組みにし得るのか、相違を乗り越えて解を導き出そうとす
る。この事例では、保育者が思いも寄らない発想で互いの相違を解決していった。そのプ
ロセスの中に創造的な営みが見いだされる。

〇　みんなで遊ぼう（年長５歳児４月）
　４月当初。保育室から年長児達がばらばらと遊びに出てきた。中庭に集まって、さて、
皆で何をして遊ぶかの相談が始まった。

　そのうちに、自分が遊びたいことが、「氷鬼」派
と「泥警」派に分かれた。そして、２グループに
分かれて互いにやりたいことを大声に出して連呼
し合いはじめた。
　連呼することそのものが楽しそう。互いに耳を
ふさぎながら、大声を出し合うこと自体がもう遊
びのようである。
　しかし、このままで、遊びが決まるわけではな
い。と、気がついて、じゃんけんして決めること
にしたようだ。
　「じゃんけんで決めよう。代表の人出てきて」
とジャッジ役の子が皆に投げかける。
　そして、氷鬼代表のA児と、泥警代表のB児が、
じゃんけんすることになった。
「じゃあ、じゃんけんするよ」
「じゃん　けん　ぽん」
「よっしゃ！泥警の勝ち！」これで決まりと勝っ
たB児が喜んでいると…
「もう一回」とA児が皆に宣言する。よく見ると、
負けたA児の左手のこぶしが硬く握られている。
　はじめのうちは、「もう勝ったも～ん」とB児は
取り合わなかったのだが、A児の「もう１回！」
と言ってゆずらない思いの強さに引き寄せられる
ようにして、B児は椅子をまたいで互いに向かい
合う形となった。
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「じゃんけんに負けたじゃないか」と、周
りにいる子達も仲裁にはいるもののA児の
思いは変わらない。「氷鬼やる」と言って、
一歩も引かない。

　そして状況は膠着した。

　「なんでもいいから　早くやろうよ」
　みんな早く遊びたくなってきた。

　氷鬼がどうしても譲れないA児の思いの
強さに、まわりが少しあきらめ始めてきた。
「氷鬼でもいいんじゃない」「もう仕方な
いね。そうしようか…」
みんなの流れは氷鬼へと傾きはじめる。

　今度は納得できないのが、B児である。
「ぜんぜん、納得できない」と強く主張す
る。

　そこで、それまで様子をみていた担任が、
皆に声をかけた。
「それで、みんなOKなの？」と。
　子ども同士がそれぞれ意見を言い合う。
「遊びは今日だけではないよ」
　今度は皆から説得される側にまわってし
まったB児。
　じゃんけんで勝ったはずなのに…
「ぜんぜん、納得できない」と依然として
不満顔である。

　そんな中で、急にC児が「時計を見てく
る！」と言って走り出した。
　そしてもどってきて、以下のような提案
を皆にしたのだ。

　「半分、半分でどう？」と。 
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　自分でやりたいことを、やりたい子同士ですればいい。という発想にならなかったのは、
皆と一緒に遊びたいという気持ちに各自が強く思っていた前提があったからだと思われる。
　「みんなで遊びたい」という前提があるなかで、では皆で遊ぶためには、皆で何をする
かを決めなくてはいけないこととなる。それも自分たち自身で考えて決めることが重要で
ある。もしも保育者が、早期に介入して、意見の調整をしてしまったり、クラスの皆で外
に出る前に「〇〇して遊ぼう」と、遊ぶ内容を保育者が先に決めていたりしていたら、自
分たちで考えて決めるという状況は生まれない。また、困った時は、自分で考えるよりも
すぐに保育者に尋ねれば、答えを教えてくれるという意識を育んでしまうことになる。
　どうしてもやりたいという思いにたって、自分の意見を自由に言えて、だからこその葛
藤に直面したことで、それぞれの子どもが「皆で遊ぶこと」を自分のこととして考え、解
決の糸口を探しだす。「それでみんなOKなの」という保育者の言葉は、皆で納得したの
か？という子どもそれぞれへの問いかけになっている。保育者は皆が考え合う時間となる
ように、子どもの声を聞いて繰り返したり、内容を整理したり、話し合いの内容が分から
ない子をフォローしたり、話し合いが横道にそれないようにしたりする立場になって、そ
れぞれが考える支援をする。
　同時に時間という制約もまた、創造的な営みを促す環境であると考えられる。この事例
からは、相談の時間を取ればとるほどよいという訳でもなさそうである。園内で遊ぶ時間
は減少することに子ども自身が気付くことによって、制約がある中で、何を選び出すかの
思考の密度が上がるのではないかと思う。
　またこの事例の中で、意見がまげられない子は、とかく頑固だけの印象を与えがちであ
るが、自分の主張をしっかりと持って伝えられることでもある。思う存分に主張ができる
のも、それが受け止めてもらえるという安心感に支えられていると言える。やりたいこと
の思いの強さは、主体的に生きるエネルギーの土台である。
　思考して解を導くことは、紙上にある文章問題ではなく、子ども同士の具体的な生活の
中にある。この事例にみられるように、「創造的な場面」は、幼稚園生活のいたるところに
ある。保育者自身がそれに気が付くことができれば、子どもが実は創造的な存在なのだと
さらに実感できるのではないだろうか。

２）「創造的であると思う場面とは何か」を考える保育者の園内研修
「子どもの創造性の育成」と「保育者の創造性の育成」は同型構造

　子ども自身が、自分の幼稚園生活の場に安心感を得て、自己を発揮できて、意欲をもっ
て取り組み、なりたい自分になっていく営みと、保育者自身が、自分の職場である幼稚園
生活の場に安心感を得て、自己を発揮できて、意欲をもって取り組み、なりたい自分にな
っていく営みは、同型構造である。
　子ども自身に創造性を育むことは、保育環境の要素である「保育者」の創造性を育むこ
とでもある。保育を我がこととして考えて、創意工夫する態度こそが、子どもの創造性を
育む環境になっているからである。
　クラスの中で子ども達に「どの子も均一に同じことを同じようにさせる」ということが、
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創造性の育成に向かない方法であるように、学年の各担任に対して、「どのクラスも均一
に同じことを同じようにする」という園文化は、保育者の創造性の育成には向かない方法
である。とはいえ、担任各自がただ考えて取り組めばよい訳ではない。各自任せではなく、
幼稚園として、保育者も皆で考え合って「保育」を作り上げていく、「なりたい幼稚園」に
なっていくことが大切だと思う。
　そのための仕組みのひとつが「園内研修」である。本園では保育者間で、「創造的な場面」
や「創造的な営み」とはいったいどういう時なのかについて、「園内研修」で考えることに
なった。その方法は、どのような子どもの姿を私達（保育者）は「創造的な営み」と捉え
ているのか、そう思った保育場面の画像を持ち寄って意見交換した。
　創造性は教えることが出来ない。これは教育のパラドックスである。そのために、創造
性を育むためには、保育は、子どもに委ねられ子どもが考えて活動ができるようにする環
境を用意することから生まれてくることを保育者間で共有した。さらに保育者自身が子ど
もと共にいて、「創造性が育まれているなぁ」と受けとめられる感性がないと「創造的な営
み」そのものを見逃してしまう。
　創造性が育まれている活動のプロセスは、大人が当たり前だと思い込んでしまうと、見
えなくなってしまうから、この点も気を付けることを話し合った。
　その後の「園内研修」では、このような話し合いのもとで見出された「創造的であると
思った場面（画像）」を持ち寄ることにした。その画像を分類してみたところ、本園では
４類型に分けられた。
 
１．「もの」の面白さ、不思議さ、特性などに気付いた瞬間
　　１）「素材」と出会い、心うばわれる。
　　２）「仕組み」「法則」と出会う。
　　３）自分なりの新しい仕組みを作り出す。
　　・年少→年中→年長と、年齢相応に出会いがある。
　　・保育者は、へーっという表情や、黙々と取り組む姿、じっと見つめている等の

子の姿を通して読み取れる。

２．見立てる・ふりをする・ごっこをするという一連の発達の中で、自分の経験
　　（知っていること）を活かして、つなげて、「自分で考え出している瞬間」
　　・年齢発達毎に一人から　みんなへのイメージが共有される。
　　・想像と創造の往復運動が行われる。
　　・再現しながら変化していく。
　　・保育者は、うきうきしているなど、楽しげな子の姿から読み取れる。

３．何かに取り組む、何かをする目的がある。やりたいことがある。その目的に向か
って、試行錯誤している一人一人の姿そのもの（プロセス）

　　・保育者は、子どものこうしたい、こうなるために　どうすればいい？と、考え、
思考し、あるいは、手を動かして作る子の姿から読み取れる。

４．子ども同士が話し合ったり、関わり合ったりする中に創造的な営みが内包されて
いる。

　　・子ども同士で、折り合う、高め合う。
　　・その解決なら互いに、あるいは皆で、納得できるという話し合いのプロセス。
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３）「園内研修」内で持ち寄った記録の中から、
創造性が発揮されていると思われる事例の紹介（抜粋）

【事例２】「進化だ！」（年中４歳児５月）
どうしてもやりたいことがある。だから工夫を続ける。
ひらめいた瞬間の喜びを共有する。

　積み木で遊んでいたA君とB君。二人の間では「かっこいいの作ろう」が合言葉。
　A君とB君の「かっこいい」という具体的なイメージはきっと別々だと思われるが、「か
っこいい」は共通の言葉だった。
　今までは積み木を積み重ねる。積み木で塀を作って中に物を入れる。という遊びが続い
ていたのだが、偶然に？置いた積み木が斜めになってしまって、結果的に傾斜ができたこ
とで、「滑り台みたいだ！」というイメージが共有された。［互いのイメージの共有］
　そして、できたスロープで物を転がして遊びはじめた。
　急に今までとは違った遊びが展開したので、担任も二人の様子をうれしい気持ちになっ
て見ていた。［保育者の穏やかなまなざし］
　二人は、初めのうちは積み木の円柱を転がしていたのだが、重くて思うように転がらない。
「先生、ビー玉ない？」
「ないなぁ」
「（他に）転がりそうな物はないかなぁ」

　二人は廃品素材を整理した素材箱の中から、ペットボトルのキャップを見つけてきて、
「これがあった！」と、喜んで持ってきて転がしはじめた。
　ところが、キャップがひとつだけでは、安定してまっすぐには転がらない。そこで、二
人はふたつのふたを凹凹や背中同士や凹み同士に合わせて、セロハンテープでくっつけて、
まっすぐに転がるように工夫していた。［どうしてもやりたいイメージに向かっての意欲
と試行錯誤］
　ところが積み木の滑り台で転がしてみると、今度はキャップが転がりながらスロープか
ら外れてしまう…。
　自分たちで決めているゴールまで、たどり着かない。
　何度やっても同じところで積み木から落ちてしまう様子であった。
　すると、二人は「進化だ！」と言って、滑り台の形を急に変えはじめた。
　「壁を作ったらいいんだよ！」二人のひらめきが同期したかのようだった。［友達と一
緒にイメージを共有する中でのひらめきの瞬間のうれしさ］
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【事例３】「あれ？」（年長５歳児５月）
実際に自分たちでやってみるから分かることがある。
だからさらに工夫しようとする。

　園庭で遊んでいる時に「せんせい！リレーをや
りたいんだけど、走る線（トラック）がないよ」
と言いに来た。
「そう…じゃあ、どうする？」と問いかけると…
「あるつもりで走ればいいかな…」
「でもやっぱり線が見えないと、うまくいかない
気がする」

　こんなやりとりを経て、自分たちで（トラック
を）描くことになった。そして、チョークを持っ
て、早速、張り切って、園庭に線をかきはじめた。
「よいしょ、よいしょ！」と言いながら、それぞ
れが一生懸命に線をのばして、のばして、いよい
よ線の端と端とがつながった。
　皆が立ちあがって、自分たちでつなげたトラッ
クを見て…
　「あれ？」
　皆が同じほうに首を傾げてきょとん。［皆で共
有していたトラックのイメージを実現しようとや
ってみたら、自分たちのイメージとはかけ離れた
ものができあがる体験］
　イメージしていたトラックと、目の前にある自
分たちが描いたトラックの違いを目の当たりにし
て、びっくりしたようだ。
　でも、「一回、走ってみようか」と、自作のトラ
ックをそれぞれが一周してきた。
「ちいさいね」一人が発したそのひとことを機に、
「もっと大きくしよう！」
「曲がるのが、はやすぎた！」
「もっと、（園庭の端にある）川のほうまで　いっ

てから、曲がるのがいい！」
　と意見を出し合っていた。

　実際に自分たちでやってみるから分かることがある。だから「工夫しようとする気持ち」
は各自に必要感をともなって育つのだと思った。
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【事例４】段ボールで家を作ろう（年長５歳児10月）
自分の中でアイデアがひらめく。
友達のアイデアとつながって、新たに創造される。

　クラスの皆で相談して保育室内に段ボールを
使って大きな家を作ることにした。保育室にい
っぱいためておいた段ボールをクラスの皆で一
斉に組み立てはじめた。
　みんなやる気は十分！
　けれどもそれぞれで積み重ねていくので、い
つまでたっても形になっていかない状態がしば
らく続いた。
「ねえ、全然できないよ」
「ばらばらだよ」と言い出す子たちが出てきた。
「ちょっと話を聞いてよ」と、喧嘩寸前の状態
へ。
　でも誰もさぼっている訳でなく、ふざけてい
る訳でもなく、やろうとする気持ちは皆おなじ。
　そのうちに、どうしてうまくいかないのかな
と、考える子たちがでてきた。
「みんなが動きすぎたからじゃない？」という
意見から、それぞれがばらばらに動くのではな
く、グループを作ることになった。
「チームで組み立てよう」ということが決まっ
て、この日は降園の時間となった。
　翌日の取り組みは、前日になんであんなにも
時間がかかったのか分からいほど、短時間で段
ボールが積み上がり、家がどんどん出来上がっ
ていった。

　うまくいかない体験や失敗を、皆で振り返っ
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て考えて、改善案を出す。それをクラスの皆の
話し合いの中で行い、新しい提案を受け入れて、
また皆で取り組む。
　そんな取り組みの中、組み立てている場所が
混雑していると判断したチームは、テープを渡
したり、いらなくなった部品を回収する動きを
始めたりしていた。クラスの全体がすっきりと
動けるようにと、バックアップしていた。

　「みんなで一緒に」作るということは、なん
でも全員が同じように組み立てるということではなく、ひとつの目標に向かっていった時
に、いろいろな協力の仕方があることを自分たちの活動から学んでいた。

　子ども自身の中に培われている経験がひとつの目標に向かう中で、こんな考えはどうだ
ろうかと、自分の中でつながったり、ひらめいたりする。さらには、個々の中でのアイデ
アが友達同士でつながり、相談をへて、各自のアイデアを合わせたみんなのアイデアとな
って、自分たちが成し遂げたいことをやり遂げていく時間であった。

【事例５】卒園に向けてお部屋を飾ろう（年長５歳児３月）
偶然の発見から、皆でイメージを共有して作品を作り上げる。

　卒園が間近な幼稚園の年長組の保育室。みんなできれいにお部屋を飾ろうと、素材とな
る花紙でお花を作っていたら、色とりどりの花紙の切れ端がいっぱいでて床一面に広がっ
ていた。

　「桜の花びらみたいだね」という友達の声から「貼り絵みたいにできるかな」というア
イデアが出て、この切れ端はこれからも集めて「いっぱいためておこう」ということにな
った。
　花作りが一段落して、切れ端も集まりそれを使って、画像のような作品を作りはじめた。
偶然生まれた素材を見て、こんな風に出来るかなと想像して、そのイメージを皆で形にし
ていく姿が印象的であった。そのプロセス、作品が創造的だと思った。
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４．まとめ

　自分の中で、「やってみたい」「あっ、こうすればいいかも」「これは、面白な」と心が
ときめくことがある。それは、今までの体験が身になって、いろいろなことに取り組んだ
り、新しいことに挑戦したりする時に、我がこととして、心が動いた瞬間である。自分の
中で、納得のいく解が見つかった時の喜びは大きい。
　同様に友達と一緒に取り組んでいる時にも、各自がアイデアを出し合いながら、認め合
ったり、確認しあったり、新しい案を出し合ったりして、やりたいことを成し遂げていく
様子が見られる。このアイデアが生まれる、アイデアがつながり合う瞬間が、創造性が育
まれている時であると思う。
　このような保育の場面では、子ども自身がまず幼稚園という環境の中で、安心・安定を
土台として、自分がそのことに取り組む時間が保証されていること。また、自分がやりた
いという思い（意欲）が育っていて、さらにやりたい思ったことを成し遂げるために必要
な環境（例・人や場や素材や道具が、子ども自身が管理できる範囲内にあることなど）が、
共通した前提となっているように思う。
　また、代々、その園に根付いている文化に基づく保育の諸環境が重要な役割を担ってい
る。当園で言えば、「自分が遊ぶために必要なものは自分で作る」という習慣やそのための
素材が常に用意されているような環境である。
　さらに保育者の「面白そうだな」「何に興味が向いているのかな？」などと考えながら
子どもをみる温かなまなざしが大きな役割を果たしている。

　年長の後半は、自分がやりたいことをするだけでなく、友達と意見を合わせていくこと
そのものが喜びにつながっていく時期を迎える。自分の体験をもとに　自己内対話し、そ
れをつなぎ合わせながら　新しいものを生み出していく。
　これからも友達同士が一緒になって、自分の体験をもとに　語り合い、それをつなぎ合
わせながら　新しいものを生み出していく喜びを存分に味わってほしいと願う。
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 創造性こそ21世紀に必要な生きる力

学校法人 亀ヶ谷学園 宮前幼稚園園長
亀ヶ谷 忠宏
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１．はじめに

『創造性こそ21世紀に必要な生きる力』

　人間の中にある神に通じる最高の力は、“愛”と“創造性”だと考える。
　原子爆弾を創り出したのも人間の創造力だけど、無くすには“愛”と“さらなる創造性”が
必要である。
　“創造力”は神から人間だけに与えられた至高の能力であるが、それを動かす人の心に
よって、創造力は神に近づく手段にもなるし、反対に悪魔の道具にもなってしまう。
　新しいものを創り出す無限の創造力を人間は秘めている。その創造性は、幼児期の豊か
な遊びの中でしっかりと培われる必要がある。そのときに大切なのは、あたたかい愛情に
包まれた中で創造性を発揮していけることである。21世紀、エゴから脱却し、人間らしい
高い精神性を備え、地球環境を大切に守れる人類になるためには、幼児期から“愛”と
“創造性”を確実に培っていく必要があると考える。
　つまり、幼児期には、個はもちろん仲間とも楽しく“わくわく”しながら創造的な遊び
や生活を豊かに展開させてあげることが幼児教育の重要な役割だと考える。
　現場でいつも感じること、それは、なによりも創造性を発揮しながら遊んでいる子ども
達はわくわく喜びに満ち輝いている。

　前の調査研究シリーズNo.62「子どもの挑戦的意欲を育てる保育環境・保育材のあり方」
の中で、私は子どもにとっても保育者にとっても“わくわく”感が脈打っていることが重
要であることを記したが、今回の創造性の研究でも、“わくわく”感が血流となって体中を
巡ってこそ創造性は発揮されると考える。
　今回も写真から創造性の素晴らしさを伝えたいと考えているが、その底辺には“わくわ
く”感が流れていることを感じながら見ていただけたら幸いである。

＜宮前幼稚園の紹介＞
学校法人　亀ヶ谷学園　宮前幼稚園
場所　神奈川県川崎市宮前区野川1060
開園　 1961年（昭和36年）
学校法人認可　昭和57年４月１日
園児数　380名　（年少５クラス、年中４クラス、年長５クラス）

立地環境
　東京の近郊であるが鉄道の駅からは離れているため住宅地のわりにはまだ貴重な緑が残
っている。都心に通勤されている保護者も多い地域。

http://www.miyamae-net.com/ 
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２．創造　“感じる”からはじまる

　無からは創造は生まれない。はじめに自分の身体の内に、外の世界を取り込む必要があ
る。それは"感覚"を通して取り込まれる。乳幼児期はPureな感覚の敏感期であり、幼児期
以降に創造性を豊かに発揮させる上で端折ることのできない、この年齢でしか感受できな
い重要なスタートカリキュラムといえるのではないだろうか。
　乳幼児が全身全霊を感覚に集中させ、わくわくしながら外の世界と交流できることを、
大人は確実に保障してあげる必要がある。そのためには、多様な感覚を味わうことができ
る物的環境を整えること、さらに遊びの時間と場所を保障し、それを共感的に支える大人
（保育者）の存在が不可欠である。
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３．インスパイアさせてくれるきっかけ・出会い

　創造力は悩みながら無理矢理 絞り出すものではない。遊び世界に恍惚的に浸りきって
いるときや、遊びの佳境が過ぎ飽きてきたとき、あるいは心が空の状態のときに、突然イ
ンスパイア、閃くことが特徴だと考える。共通することは、創造性が発揮されるためには、
心身がリラックスしている状態が必要である。
　わくわくしながら、遊び呆け、遊び尽くし、ため込む。そしてリラックス。そんなとき
に創造性はパッと水面に浮かび上がってくる。
　一度、閃き創造したくなった心は誰にも止められない。それほど創造することは、イコール
人間が人間らしく生きること、そのものと言っても過言ではない。

感覚を大いに刺激する出会い

そのものに なってみる

そして自分なりのカマキリを創造する



− 99 −

４．まわりの世界から刺激を受けて

　子どもは模倣の存在といわれている。そのため、周りに魅力的で憧れとなるモノや人の
環境があることがとても重要である。そして、それを最初はコピーのように真似るが、い
つまでもそこにとどまっていない。すぐに自分なりのやり方を探っていく。
　子どもは、その国や土地、時代の文化、文明、自然に刺激を受けながら、そこからわく
わくしながら新たな自分なりの世界を創造していく力を持っているのである。

　
 消防訓練でカッコイイ消防士さんや消防車にあこがれを持ち、自分たちの遊びの中に取り
入れ新たな遊びを創造していく
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５．想像から創造へ

　“想像”の先にあるのが“創造”ではないだろうか？
　まずインプットされたソースを元に自分の中で想像し、想像し、するとある時点でイン
スパイアが起き、創造力が発揮され出すのだと考える。なので想像力と創造力はセットに
なっている。
　創造性を大いに発揮するためには、その前段階として想像性を豊かに膨らませておくこ
とが大切である。例えば、保育の様々な場面で、○○に見えるね、などの見立て遊びなど
を沢山行っておくことが大切である。

　私の好きなアインシュタインの名言がある。その中の“想像”という言葉を“創造”と
置き換えてもしっくり通じると考える。

Imagination is more important than knowledge. 
Knowledge is limited. 
Imagination encircles the world.　　　アインシュタイン

想像力は、知識よりも重要だ。
知識には限界がある。
想像力は、世界を包み込む。

これを創造に置き換えると・・・
Creativity is more important than knowledge. 
Knowledge is limited. 
Creativity encircles the world. 

創造力は、知識よりも重要だ。
知識には限界がある。
創造力は、世界を包み込む。 
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地面の下を想像し、自分
の地下空間を創造する

園の前で行われている工事。マンホ
ールの中ってどうなっているんだろ
う。ちゃんと覗けないからこそ想像
が膨らむ

子どもは恐竜の化石
探しが大好き

集めた骨（石）で自分の
思い描く恐竜を創造する
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６．保育者の仕掛けによっても

　子どもに創造性を育むためには、園や保育者自身が柔軟な思考を持ち、創造的である必要
がある。幼児は年齢が進むにつれて、良い意味でも、そうでない意味でも、常識的になり、
思考も大人のように固定化しはじめる。アメリカのヘックマン博士の説が注目されていて、
20年後の世の中は、今ある仕事の半分近くはなくなるだろうと言われている。認知的能力
よりも、非認知能力、なかでも創造性こそ21世紀に必要な生きる力となることを心にとめ、
保育者自身も創造的な保育を、わくわく楽しみながら実践していくことが大切である。
　また、保育者が活動を考える際、子どもに最初から結果が予想できてしまえるような保
育活動の中では、創造性は育まれないと考える。

保育者の感性が豊かだと新たな保育環境を創造できる　　　風を体感できるアイデア 
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 子どもの興味と保育者が子どもに育てたい力（のり付けの経験）を両立させながら創造的
な活動にもっていく

保育者が美術館で見た作品をきっかけに、保育者が子どもの創造的なあそびを支える環境
を創造する
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年中組の一部
ていた靴作りを、
で靴のファッシ
展させてあげる。
性が、保育を
ていく
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の女の子がし
保育者の提案
ョンショーに発
保育者の創造
さらに豊かにし
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７．量も大切

　インスパイアされ創造性が発揮されるためには、「量」も重要である。特に幼児の場合に
は、量の多さを目の当たりすると、そこでイメージが膨らんでわくわく意欲的挑戦的に遊
び始める。
　量が確保されていることで、順番や並べる事を好む特性から、量を活かしたあそびを創
造していく。

布の引き裂き遊びで大量にでた紐状になった布を使って 
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庭木の剪定ででたたくさんの葉っぱ。水に濡らし貼り付ける

大きな泥粘土で思う存分体感しながら遊んで　その中から創造的な遊びが生まれてくる
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８．マンネリ化しがちな行事こそ

　毎年同じ内容の繰り返しになりがちな園行事。そんな園行事だからこそ、そこに創造的
な要素を入れることの意味は大きい。運動会や発表会など保護者に開かれている行事も多
い。だからこそ行事は、内容やそこでの子どもの姿を通して、創造性など非認知能力を育
てることの大切さを保護者に伝えていく貴重な機会となる。
　もう一つ大切なことは、創造性を発揮させる保育を考えるときに、幼児の発達特性を踏
まえておく必要がある。　
　下記の写真から）　 運動会の４歳児のかけっこ競争　この時期の４歳児は、１番になり
たがったり仲間同士の中で自己主張することを楽しむ姿が沢山見られる。そこで早く走る
ためには、オリンピック選手のようにスタートの構えをかっこ良くすると早く走れること
を伝えると、写真のように各々が独創的なスタートの構えを創造していく姿が見られるの
である。

自分なりのスタートの構えを創
造して。本人も楽しいし、まわ
りの大人も楽しくさせてくれる。
みんなを幸せにしてくれるのが
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

ほんとうの創造性！
識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫



− 109 −

 

富士山の麓で行われたお泊まり会。
湖に沈んでいた不思議なモノを発見。
子ども達は想像を膨らませ、新たなも
のを創り上げる

２月　子ども達によって企画
実行されるコマ大会。
メダルも丁寧に創ってくれる
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９．まとめ　創造性の大切さをいかに伝えるか

　ここまで、写真で幼児期に創造性を育むことがいかに大切かを考えてきたが、今後は保
護者や社会に対しても、このことをわかりやすくしっかりと伝えていくことが求められて
いる。その実践例として、創造的な育ちを伝えているポートフォリオを紹介する。 
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＜まとめ＞

　写真を通して、わくわく感を持ちながら「創造性を育む活動事例」を考えてきた。

　調査研究シリーズNo.62「子どもの挑戦的意欲を育てる保育環境・保育材のあり方」の中
で述べた、保育者にとっての わくわく感に関する記述が、今回の創造性という観点から
も同様に大切な捉えであると認識した。以下に多少修正したものを再掲させていただく。

保育（仕事）のどの段階でもわくわく感を持ちながら進めたい
①感じるときからわくわく（感じる）  きっかけ、直感
②想像をわくわく ふくらませ （イメージ）  思考、ねがい、計画
③そしてインスパイア！
④わくわく楽楽 創造する（クリエイティブ）   活動、仕事、勉強
　　　　↓↓

　人生をわくわく満喫する

　Sense〜Image〜Creative　どの段階でもわくわく感を保育者が感じながら楽しんで保
育に取り組むことが、子どもの創造性をより発揮させることに繋がる。そのためには、保
育者自身が心にゆとりを持ち、心をわくわくさせながら様々なものに好奇心を寄せ、興味
関心をもつことが大切である。
　創造性を培うための保育実践を行ってきた中から、ほんとうの創造性は自分だけでなく、
まわりにも喜びを与えてくれるものである。愛の伴った創造性こそが21世紀に必要な生き
る力であることを強く感じる。
　あらためて、人類が幸せに永続していくための、“愛”と“創造性”を育む幼児教育の重
要性とその責任の重さを実感する。
　人間の生きる意味、使命・・・それは、“愛”を実践しながら、創造的に生きる！ことだ
と確信する。
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創造性を関係性のなかでとらえた３つの場面の分析と
創造性を育む（関係性へいざなう）素材や環境のあり方について
　～芸術・デザインの視点から～

デザイナー、アトリエリスタ（東京藝術大学非常勤講師）
伊藤史子
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た

　 ト 子 の表 を 、 の の
。子 、 人 日 ま の 、
を発 、 く 。 新 、
を新 の く 。 時、 を じ 。 の

、 化す 時 、 の を く
を 。

の かに る

　研究 のテー 、 ト 子 の表 を
。 、 、 く、

事 。 、 人 人 の・ ・
の の の 。子 の 等

時 発 の 。 の 時
、子 の の を （ の の 話）

く の 。

幼 の

　 の ト スタ 務 。2016年 、
イ の を、201年 、 の の ス ースを ト
使用 。 の 400人 、 の の時

（ 時 時 ）、子 時 ト
。
　 の 、 を く の 、 く の
く 、 を 、 の
ン ート スター 。 ト 、
の イデンテ テ ーを ース 、子 の く 話 、 の

を 表 、 の く
を 。 理 す （ 話の ） を

。
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育 の から

　 ト の 、 の を す 。 の時 、子
の の ス 、表 す の を す 。 時、

の の の A の 表 を 、 A 、 ト
事を す 。 　 を 、 発 ま

す 　 、 ま 、 の表 す
。

　ま 、 、 ト 行くの す く 。
、 く くす 。 の 時 、 の

を 、、、。 。 、
、子 の 成表 の 、 材 。 絵を

く 、本 使 、、、。
の す 、、、。 。

　 の の ー 、
（ を ）
ト の 材
の の 、子
ト 、

材 画材を の
像 を発 表

の 、
。

　本 、子 の の ス 子 表 のの を 、
を の の の 、 を （

） 材 の 方 、 ・デザインの 。

 

究
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・

ンタジ ： ま のす 。 。
発 ： ま のす 。 、 用 ま 。

： ま のす 。 、本 の方法
の。

像 ： ンタジ 、発 、 の。 像 の。

の 人 、 文化を 、 、 成 す
。
（ ）集 の成 を す 、 の を発 の 。
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デザインの 、表 の ンスの 化 。 を 、内
を す 。
デザインの 、表 の 化 く 。内
の 。
本当の ま の 、 く す の 。
デザイン 。

デザインの （ ） 地 、 地 。
を、 事 。

を 天地 人 の を 。 、 、
の 。

を す を 。 を を発す 。
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の の の の から

　子 の を の 、 。 材 材 、
使 、 材 く、子 の

。本 子 、 の 新 方を 、オー ン
。 の の の 、 を
の 、 化す の 、 、 の の 話 を 。 の

ー ンを 、 の の・ ・ の理 を
く を行 。 の 、 話の 、 の の
方法 の く 。 の 人 の

ま く の 。 、 の 時 を
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子 、 の の くの
の の 、 話を

の 。
　 、子
、 じ 、 を
表 す 。
の 、 を

じ す 。
、表 、 の じ の

をく す。 の
、 の を発

を 、
の 。
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の の の る るの 求から

　 ト の 、 の の 、 の の 、 じ の
。 の を発す 時 、 の 表

を 、 を じ を す 。 の
を 、 を 、 を 、 す 。
の の の 、 の を す 、

、 の く 。 、
を 、 を 、 の 化を く

す 。
 

13本のなわ
みんなで遊ぼうねって  M

かたつむり　K
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　 ト 、 を 、 。 じ社
の 話の の 。 の 。

の 話 、 く 、 の
。

　 の 、 の の 、ま 、 の
の 、子 、 く の を 使 の 。
、 の 、 ト （ま 、 ト の の ） 、
の じ を発す 理 、 の の を く
じ （ す ） 理 、時
。

 

かとりせんこう 

せんぷうきのぐるぐる  S

ぺろぺろキャンディー  Y

ハブ、毒、牙  T

たこ K

恐竜の足跡のぐるぐる  H

ぐるぐるの太陽　N

ゆっくり怠け者の雲  M

A

K
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の の の の の から

　 の の を 、子 の を 、 の
の を 。 の 、 の 表
の 、 を 。表 の（ ま ト）
、 の ス 、 用、 、 。

の の
　 ン ン 、 ン ン

の 人
の の 、
の の 表 。 、

ン ン の の
の 内

。
　 、 本
。 のを を
。
　 、 の

、表 。 の
の
、 、 の

化の のを じ 。
　 ン キー ス 、 ン キー ス 子 人 の 、

のキ ター 化 。 ン く、 の
キー ス 、 の 像 く、 の の平 の
、 く 化 。

　 、 、 の の デザイン 。
のを く、 ム 表 。
　 の の ー ン デザイン 。 、本人
く 本 。 の イト の

、 を 、スタン 。 す 。 、
の 、スタン 。 、本人 く 新 。
の イト 、 の （ま ）の の 、

ま 。 、ま の 、 の の 転
イトの 。 、 の 。 く、
の の イト 。 、 の の イト 、360 転す

。 のく 。
　 の 、 絵の の を 、 く の
ー ン 新 のを す 。
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　子 の表 を 、
を 用 。 の

のデータ く 、 の の 、新
を す 。 を 、 く

の の 話 、 の 報
子 、 を 、 新

の・ を 像す 。 の 子 、
の の社 の 、 、
、 を す を 用

の 。 、 の の
行 、 文化
。　
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材

た を の に する

　 の を の事 を 、 を 、
、 の の を す 、 を

の 報 スト く 。 く の、 を
（ま ま ） の 報 時 、 の の

、ますます く 。 を 、 を使 、 用
を く 。

　 ト 、子 の の を 、 の 話す
を 、 理 を

を行 。 、 の、 の のを用 す
。 の く 、 ま 、 の 本

を 、 、 Aethetic を 、子
の を す。 材の 紙 の 、子 の表

ーテ ストの 、 の 、 方、 の
を行 。

 

材

材
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の れ れ る を た

　 の 文 を 。 の 話をす 、 の のの
文 を 。 材（子 の の ）

を用 す 、子 の の 文 を 用 す
。 、 の を集 。 をす 子 す の く、

人 。 ま 、 の の 話をす 。す
を発 す 。 ザ ザ 、 の 、く く 、 を

く etc 。 、 、 、
じ く。 の を 材 用 す 、 の

の の 話 を の を子 す
行 。 子 、 の を 、 の
く 。 を 材 を 、テ ス

ー 、 話す 。 の 所 、
をす 話す 。 話す 。 の の

、表 す を 、 の 地 ージを 、
の の を く 。

　 の ま 子 の表 を ト す 、 材
の 、 を ト の イ トを 。
ト 、 の・ ・ の ー ンを 理

。
 

文
材
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た れる 求の の

　 ト 、子 画材、 材、 を 、 の ース 、
くま 話 。　

　 ま 、子 の 理 の のの本 を
、 を のを用 す 。 、 を用 す

、 人 を 、 、 、
を 。（子 、
じ す 。）

　 、 、 材、画材、 子 を
を を 。 の 、 のの を

を 。 、紙 、 テ ス ー、 、 イ の のを用
、 の じ、表 の・ イ ージ す 。 を表
す 画材 、 、 ン を使用 、 ン
ン を使用 の を 、 の を

を す 。 、 材 の を すタイ ン
、 番 。

　 話の 、ま 子 の 。 の
地、 、す の の をま

。 のす の 、
の の 、日本 の 、 の 、 の を
く 。
　 、子 のを 、 の じ方、表 、
の の の を 、 日 を

、 の子 の の 、子 を
の 、 の す ー を 行

。

 

材
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材

材 材
定

化
定
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　 の （子 の、子 の 、子 の 話の ）
を 、 の 。 、
子 の の 、 く 、 、 、 、

、 、 を 、 す 、 す 、 を 、
、 の 行 、 の 。

子 の 、 、 く 。
　 、 番 、 集 を 行

。 の 、子 の行 を 、
ま 、 じ の 発 す
。

　 の 、 を 、子 を の の 話 の
の の 。 人 材、画材、材 の を
くの 、 の を を く 、子

の の を くの 。 の 、 の の
ト の事 。 の 、 を 成
の の のキー ー 。
・
・ 文 ージ　　　
・ 　
　 のキー ー 、 、 、
を の。 す 地 、 の ー イデンテ テ ー
の。 。 。
ま 、 人 の の本 、新 を 。
　 をテー く 、 教 ・ を

の 、子 人 く の を
じ 。 をす 地 、 の

の く 。 くの 。
の 。 を、 を の 。 の 、
の じ の 、 の・ ・ の を

。 を の を 。 の 、
の 人を く 、 の 教 ・ く

の 。
　 の 子 。 、 人

。 の 。 を す の 、
、 表 、ま 、 の
。す 、 の の 、 人 く

。
　 を 、 を発 す 、 人 の を の 、
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人 の を くの 、 教 の
。

　 の 、 年 の研究 教 ・ 専 、ま
の 、教 、スタ の方 の日 話をすす の

発 。 ま 、 専 の 、
ま の 。

文
ンタジ ー ・ム ー 　 す

イ 理　　　平 社
の内 当の 　　 日文
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保育園の実践から
　　子どもたちの創造性を考える

品川区立大井保育園園長
石井　雅
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　 の の時 ・ を 成す の 教 研究
、 の子 人 時 イテ
ビテ の の 、ま の を

。
　本 、子 を す 、 を の 方、

、 の の く す 。

　 区 東京都 区の 町 く 。 地 く、 年
新 集 を ま 。区の方 く
、 所 。ま 30 の

公 、公 内 ま 。 、 の
地 の 、 ま 都 の 。

　 の131 、 地 の 、 を 化
を行 。 時 、 時30 方 時30 ま の11時 所 、
時30 ま の 時 の を 。
　 の ・ を 使用 、 の
内 、 ま

す を使用 。 区 の の 、
ス 時 、 を を 使用 。

の を行 、公 。
　 の 方 所 、 の
の教 を 、 を 教 を行 を 。 の
、 の 子 の 表 を 、 を じ の を
の 内 を く 。 を
のを 内研究を行 、 の 子 を を の

す を 行 。
　 の の 、 内 事 を の 。
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　 の 子 の 、 じ のを 集
、 の の の を 。 の 、 の
の の 。ま 、 く、 ま の方
法 、 じ 。 、 す

ー を 、新 を す 子 、
じ 。 の 、 を発 を す
。 事 を す 。

の られる の ・
られた の
事 当 月　 材
　 を画用紙 、 を 当 をす を

く。 当 日 、
、 の 日 方 本 く 。

　紙を 、 、 、 方法を使 表 、ま 当
、画用紙 の 材を使 、 じ

。
　本 当 を の 、 当 く ステ
の容 を 。日 使 材 画用紙 ー を使
、 のを 、 の 材を 。 の
本 く を 話す 、本 の す 材を

す 。

　

 

日
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事 月　 人 じ く
　 の を 。
　 の
　子

を 、 を表 。
　 のを の 。 を

、 子を表 、
じ 。

　 本 の 、本 の を 、 す
。 人 人の子 の を 、子 の
の を じ 。ま 、 本

、 話を 。 を
、本 の ま ま 。 を タイ ン を

。

事 く 月　 本人 の
　 を 画用紙 ービ ー 、 ンテー 、 紙

を く。
　 を の
　子 （ く ）
く

　本 す のを
、 の

を 、
く を 、 材

を 、 く
を じ 。ま 、

の 表 。 　
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事 の公 内の の を使 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 発 の く
　公 行く 、 を集

の を ま を
。ま 、 を
地を 。公 、

を 、 ま
の 、 内 、

用 ン 内 材 、
表 。
　 のままの の c
の のを用 。ま 、

の の の
。

　子 日 材を
、 のを の 、す

イ ージす のを 。
　公 理事務所の 、 の を く

。日 用 画
用紙 成の 材 表

。
　 の を 。
　

 

定
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事 イ 11月
　　　 を す
　 ステージ を
。 イ を 、スタン を の

。 を 、 の時
スの表 を を

、 じ のを 。使
ムテー の を のを

、 く
イ を 。 イ まく行
の ま 、ステージ を

、 表 す 。
　 く 時 、 方法

の ま の 、 を
く 、 を じ を

。
　 時 、 す

く 、本 ま
。 の 、
。

の に れる の ・ ・ ・ こ
の ・ の ・ の
事 月
　　　　　　　　 ンスの
　 ンス 子 。 ま
を 、 、

を を
。 人 ー

を 、 の子 教 。
の の く 、 の
ムの 方 の子 の表

、 を じ 。
　 、 す く

を
を本 、

。
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事 を 月
　　　　　　　　　　　　　　 を
　まま を 、テー を

を じ 。
テー 、 を

を 、 く
ま

　 をテー を
を じ、

テー を まく く を 。
　 す 、テー

を く の を
。 、
を く 、 人

の 、 人 を 、 。
　 の 、子 の ー 、 人 の 、

を 、 。 、 を
く 用 。 の事 テー く を

所を の 像 の
じ 。

事 　 月　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 を
　 絵を 、絵本を 。
時 絵本を、

。
　 紙を絵本の 、絵を く 絵本
を 。絵 、 を
文 。 ンタ ース ントを

ストー ーを絵 表
、 を口
、 ージの ま 。

　 の を 、
を す を す

、 の イ ージを ま 、 を
、 す

。
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の られる の
・ の
事 ン く 月
　　　　　　　　　　　
　 公 、 の ン
を 、 　

。 の子
教 。

、
を ン ま

。 くの 、 の
、 く の じの 、

じ の を 。 く を
、 を 、
の の を
。 を 、 じ す

を 。
　 ン を 、 の
の を 。 を く
、 を
。 く 、子 の

く を 。
　 、 、 を 、 を 、
を使 す を じ 。

、 ま を 、 方法を す 。
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事 の ー 11月
じ の の子 の

　 年 く 、
ー く 。使 ムテー の

の を のを使 、 を
ンの 編 く。 成

のを 、 ま く
じ く、 。 ま

年 の の時 。
　 年 年 の を 子

く、 の （年 ）
、 を スト イ
、 の を

使 、 化を
。

　 の子 本 ーを 、
の のタイ ン オ ジ
テ ー 。 く 、紙 の
イ ージを の 、 10

じ 編 を
。

　 、 用 編 く、
を ーターを編
子 、 の

紙を 、
を 子 。

　 じ の 、 の
、ま の の のを発 、

く 。
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事 転 11月　 を す の
　 転 の を 、 を A。ま 転

、 払の の ジ、 用 。
の 、 。す 、 を く 。
　 、 転 を 転 、
ー ト の のを 、 の を固 く 。

　 、本人 。
転 の の

、 、
す方法 。
　 転 を 、

のを 、 スト
く 、 画 の じ

。 転す を の の時
断 、 転 を

く、
発 、 の 、 ー を

の ト ン ーの 、
の子 方法を 。
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のかか られる の ・ に る ・ の ・
の

事 化 月　 の を す の
　 の ま 化 を

、 の子
く 化 を
を 。

　 化 人の子 。
ま ー トン を 、 の
化 の す 話
。 ー のトン

く のを 子 。
　電 を 時 く 、
く紙を 、 す 化 を 、

トン の を ンを
をの く 電 を

、 を の を 、
子 を

。
　 化 成す 、 ス
を 。年 の子
電 を 、
くす 、
。
　 を 、 化 を

、 の 。
の を話 、 の

の 理 を 、 の す
を を 。

　ま 、 く 子
を 断 を の く、

事を スト 、 の
す 方法を 。 の
ト く

。
　 の

、 の を く
、 ま く のト を 、 を 成す 、

。 時の
の 方 く の 、 じ 。
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事 の す 月
　　　　　　　　　　　　　 を発 、 の の を す
　 　 の す 紙 を 子 、
の く の ーンを 話 。紙 を 、
の 、 す ト
。 を 紙 のストー ー
じ 、団子を 、 を
を す 、 を 、 を
を 。
　紙 の 、
キ 、 の子 す の 、
の時の子 を

。 人の子
、 じ 紙
じ の を

紙 。
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事 ま 11月　 の を の
　 ースを を 、人 を のを ま

じ 。 の 。 ま
、 ース を 。 を ースを 、

ま を 。ま 、 方 を発 、
報 。

　 じ をす ま を
く 。 の イデ イ ージを 、 、 の

、 を表 。 方 ま 子 、
の を 。
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ら た を 育 の の
　 、 す 。 じ ン ー

す 、 の子 、ま く の子
す 。 の を 。

　 子を の の じ 、
じ をす 。 の を ま 、 の時

新 のを 。

転 す
、

ビー を転 す を使
、 人 ステム を 。

　 の を 、
す

、 くビー 転 、
人 話 。

（ 月）
くビー を転 す 、 の ン 、テー を使 ースを 。

A 化 。（ 月）

く く く転 す 、
を 、 を転 すタイ を 。

（ 月）
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成の を使 、 転 す ステム を
く 。 を 、転 す のを
。

　
　 を すの 、 紙 を

子 。（ 月）
　
　 の日 を 、 絵を

の 。 の く
。（ 11月）

転 す く を く 、 紙 ースを 。 成
日 のまま 。（ 12月）

ー ー を す 、 じ ー ー 、
を 。 を 。

を 人 発 、 す 、 ー の
を を の子 す 。 転 す を

ビー 話 。（ ・ 月）
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　 じ の 方 の を を 行 。 人
のを 、 を 。
く 、 の を 、
の イデ を 、 イ ージを 。 す 、

を ント ンを 。（ 月）

天 ま く の の のを 。 ン
ン （ ）
の 話 。（ 10月）

の ースを デザイン 。
本 インタ ー の 。

　（ 月）

を 、 。
　（ 月）
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　 、 を 新 を す 。新 、
の 、 の 、 の の 用

を 、 時 、新
表 く 。 ま の 、
ま く 、 行研究 の 成 の方

の 。 イイ を 、
の子 。

　 新 （ ） を 時 、 、
を す 。 の イデ イ ージ、 を 、 、

の く 。 の時 ま く
、 のを子 事 。 のま
をす 、 イ スイ ージ 。 の を 、

の 、 、 ン 、 新 を
く 。 デ ンジ 、 イ ー デ ンジ 。

を 新 発 を す く、 の イデ ー 、
ターン、 を 。新 イデ 、方法、 を

、 イ ー デ ンジ の 。
　ま 、 、 す 、 く の

新 を 。人 の の内 の 容
、 の社 用、 の く

。 イデ を 、 、 ー を す 、
、 の 、 じ 。

　 を発 子 、 の を 内 話
、 の 。

　　　 像 、表 す を 。
　　　 、 まく くの 究 。
　　　 を を 。
　　　 く く を 。
　　　 まく の 。
　　　 、 く 。
　　　 を の 使 、 す 。
　　　 を 。
　　　 の を 、 の を 理 す 。
　　　 の の じ 。
　 を を 、 新
を 、 の す 、 の 使用す の 用
を 。理 、 、 用す を 、

ま ま を 、 の
を の 。



 148 

　 子 の を す 子 子
の 内 を 、 本

、 を 。
　 、す を 時

。 ス じ を行 、 発
の 、 の

の 。 、子
す す ま 行 を 番 、時

所を す 。子 の 事 を の の
使 。
　子 の を 、 の を 行 の
を 内 話 。
　　　 話 、 、 、 。
　　　 材 を く く。
　　　 の の

をスト ート 。
　 の 、 を 発 の の
。 ま 、子 の を じ 、 、 、
を の 。子 、 の子

の子の を、 の の 、 、 を
。 の を 断す の く、

を を を 、 を 。
　 、 を 、 、 す
を く ま 。 の 、子 を 、 、
、 の を の 。ま 、子
の 話 、 の を の を 、子

の を 。
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　 子 の の の を
の の の の 、
を ま 。 、 を の を 内 、
す 、 の を の を す す 。

　ま 、 の方 を す 。 区 、
区 の公 公 の 所 43 所 。人事 年を 行 、
新 用の テ ン 年新 。 区
の 所 所 、 の
の の を 、 を 教 を行 を 。
、 を 、 年 の方 を

す く 。 年 画（ ） を 画
ま 、 月当 の ン ー 時 、 の

の を す 、
。

　 、 人 人 の 発 。 集団
。 人 人の 、 の 発

を 。 を
、時 、子 を

を くの じ 、 を く 。
の の 所 時 の を の 、 ー の

。
　 所 ーム を行 く、ま 時 人 の
時 を行 。 の 、 の のスキ

、集団 の ・ の 。 人 人の を
、 、 ー を 、 人 集団 の

、 人 人の の話 を 、 、 を 。 の
、 、 時 を 、子 の
の を 、 の 、 を 子

の を の 、 く 集団
。
　 、 の子 を を す 、 を

内研究を 行 。 内研究 の 話 、テー （研究
）を 、 の 事 を 話 をす 。 の 、

の の子 の 方を く 、 の を
。 内研究のテー を 、 の 。
、 年 子 子 の を

、 をテー 。 、 所の
の の年 の子 、 じ研究テー

、 研究 す 、
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、 理 。子 ・
、 ま 。 集団の

スキ 、 人 人 、 を 、
。

　 人 人 を発 、 集団 を す 、子
の を の の研究を 。21 を く

・ を 、子 の日 の
を く、社 の く 、 ま ま を

す の 。

文 ： 　 　 の す ・
　 社
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５歳児の協同体験の中で
　　　　　　はぐくまれる創造性

社会福祉法人 湘北福祉会 あゆのこ保育園副園長
福田奈美恵
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　 の 、
の 所

、平成1年 月
。 120 、 134

。
ま ス 、 所
時 時 20時（ 日
18時） 。 地区
所 、
年10 の
す 。

　 理 の の利
益の 地 の子 の 理
の 発 の 。 の の の利益の 、
当 の の ース 。 所 を 、 人 人の子
の人 を 、 く 、 ままの を 、

。 の 、子 を 表 、
日を を 。
　ま 、 を
の を 。 の 化 、
、天 を 、 の 化
の を 、

、 、 じ 、
を 、

行 す 、
表 子 を 。

　 を まく 、当 の
人口の 番 地区 。 （ 246 ） くを 、

の東 す 本 ま 人の 13 く、 地 の印
。子 、 電 を 行 、 を
、 タ ム す 。
　 、 の 、天 の 日
、 ま 。 の行 の の の

、 くの イ 、 。 の
、 地内の 。
、年 を の 化を じ

。ま 20 の 所 、 の 所 の
公 、 、 の

。
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　本研究 のテー の時 ・ を 成す の 教
のキー ー 。 の子 、

を行 、 を 地 を 、
を 事 を 、 の集団の

子 を当 。 、 ス 23
。

　当 の 子 の の 理 、 事を の
子 。 を の を 、

を行 。当 の ス ース 、 ジ
イ 、 ト ト ス・ ー ン・キ ・イン
ン、 キ イ・ イ を 。
材を使 内 理を 、

。 、 の を
報 く 。

口の ー ーを 、子 を
、ジ ム ジ ースを 。
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　 の イ ビ ン
報を 、地 、 ス の ・ の 、

。 、 まく 。子
す のの、 発 。 す

ト ト・ ー ン・ ス を 、 く の 、 く
の 。

　 年 、 ・ を子 、子
。子 スイ を
、 ま の の 。

　 す 事 、当 の の スイ の 子 。
スイ の を 、子

を す 。 を の を集 、 を 、 イデ
を を 。　

から育

　 月15日、 15 の地 の
A 所 ス 、
スイ の を 行 。スイ の の
、 す

の 、 ス
ス の ま

。
　 ま 、 の を 、
子 の 、

を 行く
。

　 の 所 年 ス
話 。 の
内容 を文 、子 の
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地 社 の の を 。 の方 、子
す 子を、 く、 く く 。

　 の 、 を 、 の を 行 、 く
く 、 の を

。

　 月1日、 を 。
スの時 の

子 の 、
の 。 用の を 、 を

トを く く、
をトントン く  す、

を 等、 を
。スイ の 本 。

　 を 所 、 ー ン
。

年 の スの子 を 、
ま を

の 。 、
の ま 、年 の子

。
　 の日 、 用 当 を

、 。
の の を 、

の を 、
の 所 を 。
　 す スイ の 無事 の

。 、 本当   の
・・・ 。子

。 、スイ
の を ン ン

。子 の
ま ー

、スイ の を す
。 の の 子を 行 、
を 、 を

。
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　 月 日、 の スイ の 子を
子 、 スイ の を 。

　 スイ 本当 　 、ス
イ ー の

、 スイ 。 、
く スイ を 。

、子 を を
。 スイ の イ ージ 子

の く、 ま
、 ま 、
スイ を く 、

表 。

か の ・・・ の
　 日、 子 スの キ

の 。 、キ
。 く 、 キ

。
・・・ の の方を 子 、 話を 行 。す 、
の方 を ス じ の 、 ス

トを 、スイ 教 く 。
ま 、 を 子 スの のを発 。 、
ス 子 、 スイ トを 。
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　 月1日、スイ
トを 。

く ま の スイ
の ザ ザ の 。
　 、スイ ス

子 、
。 、 ス

く トを のスイ
の を 子 、
の スイ トを 。

の の
れ
　スイ トを のの、 の
ス ま の 子
。 く トを用 を

、子 ス
す 話 。 キ キ

のを のを 。
を の 　 ス

の の す 。
を の 、 ス

を 方法を、子 ・
。

　 ま 、子
、 イデ 時 、
、 人 を

。 月20日 、 、
を紙 く

の 、 の内容を の 発表
す 時 を 。 人の
、 の 発表 。
。 ス の 。 、 のを
。 を 子 ま ま 。

　 ス 、キ キ の す ス 、キ キ の 。
ス の方法。キ キ のを 。 、 ス く

す 所を く く ス く ト トを ます。
ス スイ く ます。 ス ト
く ます ス 時 の の 、 を の
ます の ま ま 報 集ま 。 の方 く 、
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を 発表す 、 内容 の 報を
く 、 ー じ 、ますます

。

を

　 スの の、 、 す のを
を 。 を すの の

人 を く の イデ
。 ス を く す ま 。
　 月21日、 の の （人 ） の を 。

を 、 を 、
の ー 。 ス の 、子 ス
を の の 。

　ま 、 の のを 材 の を ー 話 の
のを 。 ス のイ ージを

、 す 話 をす 、 のイ ージ
。 を く の イ ージを、
の 、 、 の

、 の をす の の の
。
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　 、 。使用す
材 す の 、 の
理 ー ・ ト ト ・ ムテー ・ ジ
・ ーテー 子 。

の ム 使 。
　子 の を 、
の方 を 、子 の
を く 、 の ム 、
を の方 ム

を使 く の 。
　 、 の 子を

、 イト ー 、 、
の人 、 の
を 。

、 の ス ・ を く
、子 の
の を の ート く 文化
ま 。

　 日 。
まく ー
、 の
断 ま ー 。
、スイ を 時 無

く 、 の ま
、 を
、 を

ス を 。

　 月 、 ス を す 、
を 。子 、 イ
無 、 ー ーン す の の

。話 の 、 材 ムテー を固
。 、 を 固 の 。 子
、 。 の 、
の 理・ を く 。子 日 、 、
の の 、 、

ー ン 、 理 時 時
。 を 材
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方法を 、 。
　 の の ー の ス 子

所を 、 。 の
時 スの 、 を

。
じ

ス じ
、子 。

ト トを 年 の ス
、 （ ス を）

く 子 。
　 、 ス 本当 無く

。 ス を の
。
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た
　 月18日、 スイ の 。スイ 10 。 の を

。ま 。 す
スイ の 。 番 の、 22 23 のスイ 。
を 子 、 、 の方

報 。 、 の を を 。
の方 、 す 、 方のスイ を 。 、

子 の表 。
　 スイ を す
く 、 日の （ ー ン ）
をく 、

の 。 、
スイ を 。

ー、本当 く す
　 く

子 。 の日
ー ン スイ ジ ースを 。

、 の
。 等 を く、

、 スイ
。 、 スイ 人の
く、 。

　スイ の 、 ス
スイ 、

く 、 本のスイ の
く の 子

、 の の
。
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たら・・・
　 月 、 スイ を 画
。

子、 の の 方 、ス
イ を
。 の 、 ス
。 、 く ス

を じ 方 。
、子 ス
、 ス の を

の 。
　 の スイ を 、
　・ く 。 の人 の ス、 。
　・ 、 の ス 。
　・スイ を 、 を 。
　・子 、スイ す 絵本 す の 　 の （

　 く・ 　 ） を 。
子 、8月 ま 。

　 ス 、 日 冊、
子 絵本の を
を 、時

内容 絵本
を 。 、8

月24日 絵本
（ ： 子　絵： 　
） を 。絵本の

の 。子 、絵
本の の の内容を 、 発

、
イ ージ 発表
。 の 、 を
画を 。 団

スイ
を子 材 。
スイ の

を 、子
の 、 、 、
スイ の 、スイ を じ
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、 スイ 発 発 の 。 く 、
く 印 の 、 く 。 の
人 。 を 人 の 100人、 （絵本の内容 ）
ー 、 絵 。

　 の の 内容を 、子 の を
を 。

め の するこ の
を にする
　 の事 、 、 まく
を じ 、 スイ を 子 の スタ

ート 。 を を 、 、 ・・・
、 の じ 、 を

、 の す を
。 、子 の 、
　当 ・ ま を

を 、子 く、日 の の
の を 、 く、 子

。
す の じ の 子 の発 、子
の を の 。

に た の た を た に を
する の を に ら た 力を め に

こ を する に る
　当 、 子 の の ま の を く 、 を

を 。 ス の の を を
、 子 の 発 を く。 ス
話 を 、子 人 人 の を
の を じ 。 ス 、
の話 の を の 画 、 、ト

時・ 子 時 、 の
の 時 を 、子 話 、 を

。 の の 、 の事 の 、 発
、 を 、 イデ を 、 、

を す の 。 の
を 。
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の の を た こ に
た るための か る

　 、当 ま 。日 、 す
、 地 。子 を 方
、 を す 、 ム を 、 の を

教 。ま 所 の方 、 ンテ の方 の
。10年 の の の

。 の の 、 の く
、子 の発 の 。 の事 の 子

、 の方 報を く 、地 の 報
を 、子 を す 発 。

の 育 に する の を るた
めの る
　 の ス 、 の 報 等 。 スの

ー 子 話を 、 スの の・ の
ス の 方 を子 く 、 を く

。ま 、 ム を く の
。 の を じ を 、子 の人

じ、 の 。
日 の を く の 、子 の を 、子

く の ー 。 

の を育 に の らめ を め に
を の を る 育 の

　 の 人 人の子 の 内 を 。
、子 の ま 。 時 の
の す 、子 の じ

を表 。事 の の ス スイ を 子 の
、 の を行 ・・・。 の時 の時の子 の の

を 、子 の を 、
。
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・ れ を る を に
　当 日 子 の人 の を 、 、
ま を く使 、 の の の 、
の を 、子 を 、 、
表 す を子 す 。

　ま 、 話 。
研 の 、 方 話を く く、 く 話 の時 を

。ま 、 く、 、 用
スの を 、 の 、 す を の す

、 す 、 スを の
話 。 の 新 イデ 、 の

ま 。 、 を
の を 、 の を 、子 の 発

を 。

・ に
　当 、日 子 を を く 、
。 、 ま 子 を く。ま

子 の 所 を 、 所を す
話 、

方を 。
　 、 の 内容を理

、 く 、
、 、 等、

発 。 、
の子 の

・ を く
。

　 、
を 理 ま
ー ン ま

の ま の
理方法を 、
理 理の 、子

、 を
く 。ま 、
画用紙 ージを
を 成
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。 の方 、子 の 理 を
の く 。子 の 表 を 、
く 、 の を 。

・ の を か
　 の 本当 ま 。 の の方 、

を く 方 ま 。 の事 を 、子
、 の 発 、

地 の を 、子 の を じ 。
地 の 、地 の を 、 を く 、
を 発 く 。

　 、 スイ ス の事 テー
を行 。 、 キ キ す

方法 、
を 子 。 く スイ の を

、 を 。
　子 の を 、 の内容 、 の 、
地 の 事 を じ 。 日
、 す の 。 の のを 日 の
を の 。子 を
表 の を 、 ま の を
、 、 、地 の 、 の を
く。子 の を く 、 の時 ・
を 、 の を の す を 。



　研究

 16 
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まとめと今後の課題

東京大学大学院教育学研究科教授
秋田　喜代美

　
　 、 行研究 本研究 の の を ま 理を行 、

、 の を す 方法 、
を の の 、 を の 方を じ 。

　 、 のす の 、 スの
。 ま 表 く、 の 子 の
を を す 。ま 、 、 人の
を 時 、子 子 の の の
の ま く の 、 の事 。
　 、 表 く 、ま 所 の の 、

、 ま 、 、 究、 行 、 、 の 成
ス を 、 時 の事 ま 、

を 。 く、 を
く を 、子 の を く
を く 、 ま ま 事 。子 の の
、 く を す。 表 の 、
発 文 。 、 化 発 す の

。 の く、
ま イン トの を 。
　 の 子 の 表 、 材 を す
時 、子 の を 、 す 、 の を 内研

等を す 、子 の 発 を を 、
く の 。 の 、 、
の く、 の 画等 、子 の を
す 方法 使用 。
　子 の 、 材 の の 、 の の
、 人 の の く、子 の 、子

を す をデザイン す 。
、 の 、社 文化の く の 、社 文化の

。 、 の 、 を 内の 子
く、 地 の人 、地 を 用

す 、新 の ま 、 の ま く
。



 10 

　子 、 の 、 、 集団
、月 、 を く

、 の 。 の 、
の教 ー ー の 。 を

の の 研究 。

　

　 を を当 、年 年 の研究 の 、 の を
す 容 。 、 の の 事 の を

の 、 。
の方法 、 くま の を の 、 の

イ スを 、 事 の 。
の 、 の の スを 内容の 材の 、子

の の の じ く 。
、ま 、 、年 を の の年 子 の 方

を 。 、 く
。ま 、 、

ま 、 の 、
じ 、 の 、 ま
。 の を 、 の時 の を

を く 、 の研究 の 。
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（ 　 ） 
　 の法人 公益財団法人 日本教材文化研究財団
す 。

（事務所） 
　 の法人 事務所を 東京都新宿区

く。 
　 　 の法人 理事 の を 地
事務所を す 。 を ま
す す 。

　 事   

（ 　 ）
　 の法人 教 社 教 教
教 方法 す 研究を行

の す 教材・ ービス等の 発利用を
の教 の す を す 。

（事　 ） 
　 の法人 の を 成す の
の事 を行 。 

　　（ ） 教 社 教 教
成 方法の 研究 教材 発

　　（ ） の教 の 教材 ービスの
研究 公

　　（ ） 研究成 の発表 の
　　（ ）教 方法 す 内 の研究成 の 集

の利用 す
　　（ ） 団 の の す 教

材の
　　（ ） の を 成す 事
　 　 の事 日本 行 の す 。

　

（ 本財 ） 
　 の法人の 事 を行

表の財 の法人の 本財 す 。
　 　 本財 の法人の を 成す 理事

理 本財 の を
す 本財 す
じ 理事 の を す 。

（事 年 ）
　 の法人の事 年 年 月 日 ま 年
月31日 。

（事 画 ）
　 の法人の事 画

の を 載 事
年 の日の 日ま 理事 成 理事 の
を 。 を す
す 。
　 　 の 事務所 当 事 年

す ま の の す
の す 。

（事 報 ）
　 の法人の事 報 事 年

月 内 理事 の の を 成

事の を 理事 の を
。 を の

の 時
の の内容を報 の の

を 。
　　（ ）事 報
　　（ ）事 報 の
　　（ ） 表
　　（ ） 財
　　（ ） 表 財 の
　　（ ）財
　 　 の 報 ま の

の の を 事務所 年 人
の 所 す 載を の す
を 事務所 の す

の す 。
　　（ ） 報
　　（ ）理事 事 の
　　（ ）理事 事 の報 等の の

を 載
　　（ ） 事 の の

す の のを 載

（公益 財 の ）
　理事 公益社団法人 公益財団法人の 等
す 法 行 48 の 事 年

当 事 年 の 日 公益 財 を
の 載す の す 。

　

（ ）
10 　 の法人 16 21 内を く。

（ の ）
11 　 の
行 。

　 　 事 事務
の

の 成す 。
　 　 の の 当

を理事 す 。
　　（ ） の法人ま 団 （

利 を す 団 を 。 じ。）の
務を 行す ま 使用人

　　（ ） す
　　（ ） ま 当す の

等内の  使用人（ 使用人
。）

　 　 す 理事
ま す 。

の の 理事
。

　 　 を す
事 の 当 を

断 理 を 。
　　（ ）当 の
　　（ ）当 を 理
　　（ ）当 の法人 等（理事 事

） の
　　（ ）当 の
　 　 の の

公益財団法人　日本教材文化研究財団　

公益財団法人 日本教材文化研究財団定款
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の を 行 。 の
の 成す を

す 。
　 　 10 の を

く の を す
。

　 　 の の の事
。

　　（ ）当 の
　　（ ）当 を 人ま 人 の の

の の す の
当 の の

　　（ ） の （ 人 の の
当 人 の ）

人 の の を す 当
の の

　 　 の の の 当
年 内 す 事 年 の の の す
時 の の時ま の を す 。

（ の ）
12 　 の 年 内 す 事 年
の の の す 時 の の ま
す 。ま を 。

　 　 の の
の の
の の す ま す 。

　 　 10 く
の ま 新

す ま の 利
務を す 。

（ す 報 等）
13 　 年 の 500 を

報 等を す
。

　 　 の 用を す
。

　

（ 　成）
14 　 す の を 成す 。

（ 　 ）
15 　 の の事 す 。
　　（ ）理事 事の
　　（ ）理事 事の報 等の
　　（ ） す 報 等の の
　　（ ） 表 財 の
　　（ ） の
　　（ ） 財 の
　　（ ） 本財 の ま の
　　（ ） の す の 法 ま

の 事

（ 　 ）
16 　 時 事 年
月 内 す 時

す 。

（ 　集）
1 　 法 の を
理事 の 理事 集す 。

　 　 理事 の 事
集の理 を の 集を す
。

（ 　 ）
18 　 の 理事 す 。

　 　理事 ま 理事 事
の 。

（ 　 ）
1 　 の の利 を
す を く の の

を 行 。
　 　 の の の

の利 を す を く の
の 当 を 行 。

　　（ ） 事の
　　（ ） す 報 等の の
　　（ ） の
　　（ ） 本財 の ま の
　　（ ） の 法 事
　 　理事ま 事を す を す

の を行 。
理事ま 事の の 21
を の 成を の

の の す ま の を す
す 。

（ 事 ）
20 　 の 事 法

事 を 成す 。
　 　 の 事 印す 。

　 　

（ の ）
21 　 の法人 の を く。

　　（ ）理事　 12 内
　　（ ） 事　 ま
　 　理事の を理事 す 。
　 　理事 の理事の を専務理事 を

務理事 す 。
　 　 の理事 を 社団法人 財団法
人 す 法 （平成18年法 48 ） す 表
理事 の専務理事 務理事を 法
1 用す 法 1 1 す 務 行
理事（理事 の 法人の 務を 行す 理事

理事を 。 じ。） す 。

（ の ）
22 　理事 事 の す 。

　 　理事 専務理事 務理事 理事 の
理事の す 。

（理事の 務 ）
23 　理事 理事 を 成 法 の

務を 行す 。
　 　理事 法 の

の法人の 務を 表 の 務を 行す 。
　 　専務理事 理事 を す 。 
　 　 務理事 理事 専務理事を 理事 の

日 の事務 事す 。 
　 　理事 専務理事 務理事 事 年

月を の 務の 行の

公益財団法人　日本教材文化研究財団　
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を理事 報 。

（ 事の 務 ）
24 　 事 理事の 務の 行を 法

報 を 成す 。
　 　 事 理事 事務 事 の
報 を の法人の 務 財 の の をす

。

（ の ）
25 　理事の 年 内 す 事 年
の の の す 時 の の ま
す 。

　 　 事の 年 内 す 事 年 の
の の す 時 の の ま

す 。
　 　 の の 理
事ま 事の 理事ま 事の

の の す ま す 。
　 　理事ま 事 を 。
　 　理事ま 事 21 く

ま の ま
新 理事ま

事 す ま 理事ま 事 の 利
務を す 。

（ の ）
26 　理事ま 事 の の 当す

の す 。
　　（ ） 務 の 務 ま 務を
　　（ ） の の 務の 行 ま

（ す 報 等）
2 　理事 事 年 の 300 を

報 等を す
。

　 　 の 理事 事 用を
す 。

　理事

（ 　成）
28 　理事 す の理事を 成す 。

（ 　 ）
2 　理事 の の 務を行 。
　　（ ） の法人の 務 行の       
　　（ ）理事の 務の 行の
　　（ ）理事 専務理事 務理事の

（ 　集）
30 　理事 理事 集す の す 。

　 　理事 ま 理事 事
理事 理事 を 集す 。

（ 　 ）
31 　理事 の 理事 す 。
　 　理事 ま 理事 事
専務理事 理事 の 。

 

（ 　 ）
32 　理事 の の利 を
す 理事を く理事の の を
行 。

　 　 の 社団法人 財団
法人 す 法 1 用す 法 6
の を 理事 の の
す。

（ 事 ）
33 　理事 の 事 法

事 を 成す 。
　 　 理事 事 の 事 印
す 。 理事 の を行 理事
の 理事 印す 。

　 の

（ の ）
34 　 の の す

。
　 　 の の の
11 用す 。

（ 　 ）
35 　 の法人 本財 の の法人の

事 の成 の の 法 事
す 。

（公益 の 等 ）
36 　 の法人 公益 の の を ま

法人 す （ の 利 務を
す 法人 公益法人 を く。）
の を 公益 財 当す の財
を 当 公益 の の日ま 当 の日
月 内 公益社団法人 公益財団法人の 等

す 法 1 法人ま く 地方
公 団 す の す 。

（ 財 の ）
3 　 の法人 をす す 財

の を 公益社団法人 公益財団法
人の 等 す 法 1 法人ま

く 地方公 団 す の す 。

　公 の方法

（公 の方法）
38 　 の法人の公 電子公 方法 行 。

　 　事 の を 事 の電子公
を行 報 載す 方法
行 。

10 　事務 の

（事務 ）
3 　 の法人 事務 を す 。

　 　事務 事務 所 の を く。
　 　事務 理事 理事 の を

免す 。
　 　 の 理事 免す 。
　 　事務 の 内 理 の

理事 。
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（ 　 ）
40 　 の のの の の 行

事 理事 の を 理事 。

　

　 　 の 社団法人 財団法人 す
法 公益社団法人 公益財団法人の 等 す
法 の 行 法 の 等 す 法

106 公益法人の の の日
行す 。

　 　 社団法人 財団法人 す 法 公益
社団法人 公益財団法人の 等 す 法 の 行

法 の 等 す 法 106
法法人の の 公益法人の の

を行 の
の の日の 日を事 年 の 日 の の
日を事 年 の 日 す 。

　 　 22 の の法人の の理事
専務理事 新免利也 務理事 平
文 す 。

　 　 11 の の法人の の
務 の を

行 の す 。
　　　 　 　　　　　 　
　　　 　 　　　　　 　
　　　 　 　　　　　 　
　　　 　 　　　　　 　
　　　 　 　　　　　 　
　　　 　 　　　　　 子
　　　 　 　　　　　 　
　　　 　 　　　　　
　　　 　 　　　　　 本　
　　　 　　 　　　　　 　公

　 　 45年の法人 時の理事 事 の
す 。

　　　理事　（理事 ）　 平 　
　　　理事　（専務理事）
　　　理事　（ 務理事）
　　　理事　（ 務理事） 　
　　　理事　（ 務理事）
　　　理事　　　　　　　平 益
　　　理事　　　　　　　 　
　　　理事　　　　　　　 　
　　　理事　　　　　　　
　　　理事　　　　　　　
　　　 事　　　　　　　
　　　 事　　　　　　　
　　　 事　　　　　　　 　

　公益財団法人日本教材文化研究財団の事
事 の を す のを （
） す 。

　 法人 団 ま 人 の
（ ）を の す 。

　　（ ）法人 団 　　　 口30
　　（ ） 人 　　　　　　　　 口
　　（ ） 人 　　　　　　　 口

　 す の を を
理事 の を 。

　 の法人の事 を行
研究 の 行 す の す 。

　 の の事 の を 。
　　（ ）
　　（ ）禁 禁 の
　　（ ） ま の法人の
　　（ ）

　 す の
。

　 の （ ） 当す 理事
の の 理事 の を を
す 。

　　（ ） を
　　（ ） の法人の の 務
　　（ ） の法人の を ま の法人の

す 行

　 の 事 を
。

　 年 事 の
の の の を 理

使用す 。

公益財団法人　日本教材文化研究財団　
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内閣府所管

公益財団法人　日本教材文化研究財団
理事・監事・評議員

（平成30年 月 日 ）⑴　理事・監事名簿（敬称略） 名
　　　　務・専年月日　　

教 　 日本 教 研究法 人 の 表
務 の 理

平成 8年 月 日
（理事  ...）村上　和雄理事

（株）新 社 行事 務
事平成 8年 月 日新免　利也専務理事

（株）新 社 表財　 務平成 8年 月 日中井　武文務理事
教 教 　 教 研究所 所社 教平成 8年 月 日星村　平和務理事

教 　日本 教理 教平成 8年 月 日角屋　重樹理　事
日本印刷（株） 表 社財  務平成 8年 月 日北島　義俊理　事

教 　東京 教教平成 8年 月 日杉山　 茂理　事
（株）新 社 表 社財　 務平成 8年 月 日中川　栄次理　事

教 　 教 教教平成 8年 月 日中洌　正堯理　事
教 教社 教平成 8年 月 日原田　智仁理　事

文 　 教 研究所 所教 行
教 法平成 8年 月 日菱村　幸彦理　事

（株）新 社 行財  務平成 8年 月 日中合　英幸　事
日本印刷（株） 務 行財  務平成 8年 月 日古谷　滋海　事

（ ）

⑵　評議員名簿（敬称略）20名
　　　　当 務年月日　　

東京 教教 理 ・発 理
教平成 8年 月 日秋田喜代美

京都教 教教
デ 教平成 年 月 日浅井　和行

教 　 教教
教 ・教 方法平成 年 月 日安彦　忠彦

東京都教 　 京 教等 等 教
キ 教平成 年 月 日亀井　浩明

日本印刷（株） 表 社財　 務平成 年 月 日北島　義斉
子 教 　 イスト文平成 年 月 日木村　治美
人 教理 ・発 理

キ 教平成 年 月 日櫻井　茂男
日本 教教 ・教 行

社 教 ・ 年教平成28年12月 日佐藤　晴雄
東京 ・ 等 　 教材社 教

教 ・平成 年 月 日佐野　金吾
日本教材 　 法人 理事教平成 年 月 日清水　厚実

人 教教平成 年 月 日清水　美憲
教 研究所 研究 　東 教教

教 方 法平成 年 月 日下田　好行
教教

教 方 法平成 年 月 日髙木　展郎
教 教教

教平成 年 月 日田中　博之
教教

教平成28年12月 日堀井　啓幸
教 教ン ス平成 年 月 日前田　英樹

教教平成 年 月 日松浦　伸和
教 教社 教平成 年 月 日峯　　明秀

教 ・ 教教 社 ・ の社
教 教 研究・ の 行平成28年12月 日油布佐和子

人 教教
教平成 年 月 日吉田　武男

（ ）
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